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に

教本：
なし。プリント配布。

参考文献：
⚑．石上ࣣḜ『日本の原点』マイナビ新書
⚒．『江ށ学事典』弘文堂

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
発表とレポ－ト（50％）・期末試験（50％）。࢔細は授業時に明示する。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
木曜日昼休み。総合研究センター（⚓߸館⚗階、3716）

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 江ށ時代の文化について概説をする。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 江ށと上方について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 江ށのҥと住まいについて学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 江ށの৯を学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 江ށのٌᰳを知る。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 。政・ఱ保の改ֵについて学ぶ׮・保ڗ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 江ށ時代の交通について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 江ށ時代の೶業について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 江ށの年中行事について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 江ށの信ڼ、෋士信ڼについて学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 江ށの信ڼ、伊勢信ڼについて学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 近世の宗教と学問 キリスト教について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 国学と国体について知る。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 江ށから明治へ、大政ไؐについて学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 総括 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本ۙ世文化（Japanese Early Modern Culture） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：（近世文化）
⚑．江ށ学とは何かを理解する。
⚒．江ށの歴史と文化について学び、考える。
⚓．「江ށ」に関して主体的に考える力を養う。
授業目標：

江ށの෩俗・生活を伝える『ֆ本江ށ෩俗ԟ来』『都෩俗化হ伝』を購読し、いわゆる「江ށ学」の出発点となる知識の整理を試みるとともに、史料収集
方法や活用方法の基礎力を養うことを目標とする。また、日本近代史を学ぶうえで重要な資料・文献などの紹介も行う。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。プリント配布。

参考文献：
『江ށ学事典』弘文堂

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、コメント・カードの提出（20％）、発表内容・問題に対する習熟度（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 江ށ時代の文化について概説する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 江ށと上方の文化について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

3 江ށ時代のҥと住まいについて学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

4 江ށ時代の৯について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

5 江ށ時代の᰷ᰳについて学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

6 江ށ時代の災害について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

7 江ށ時代の交通について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

8 江ށ時代の生業について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

9 江ށ時代の年中行事について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

10 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

11 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

12 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

13 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

14 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

15 まとめ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本ۙ世文化（Japanese Early Modern Culture） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 伊藤 高雄

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：（近世文化）
⚑．江ށ学とは何かを理解する。
⚒．江ށの歴史と文化について学び、考える。
⚓．「江ށ」に関して主体的に考える力を養う。

授業目標：
江ށの෩俗・生活を伝えるԫ表紙やਵ筆などの資料を読み、「江ށ学」の出発点となる知識の整理をするとともに、史料の収集方法や活用方法を学び、江

。文化について語れるようにするށ

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。プリント配布。

参考文献：
ં口信夫『日本芸能史࿡講』その他。授業中に指示する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、コメント・カードの提出（30％）、発表内容、問題に対する習熟度（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
予習・復習をして休まずに出席すること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス。日本の芸能のあらましを学ぶ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 日本古代の芸能 խ楽・神楽・࠵馬楽・ඐഀ楽 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

3 日本中世の芸能 楽・田楽・Ԑ楽・能楽ࢄ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

4 日本近世の芸能 人形ড়ྤཨ・文楽へ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

5 日本近世の芸能 歌෣ب 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

6 語りものの世界 語部からઉߞ芸へ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

7 学生による発表 調べたい芸能 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

8 日本芸能史各論⚑ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

9 日本芸能史各論⚒ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

10 日本芸能史各論⚓ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

11 日本芸能史各論⚔ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

12 学生の発表を行う 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

13 学生の発表を行う 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

14 学生の発表を行う 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

15 まとめ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本芸ೳ史（Traditional Japanese Performing Art） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 伊藤 高雄

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本の芸能の歴史を古代から現代まで၆ᛌして、個別の芸能についてその文化的意味を考える。

授業目標：
日本の伝統芸能や民俗芸能の世界にふれて、人間文化としての芸能の役割を体感する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。プリント配布。

参考文献：
授業時に指示する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、コメント・カードの提出（30％）、発表内容、問題に対する習熟度（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
具体的に芸能の現場に出かけてみて、自分のഽで感じる姿勢が特別の経験として人生に生きてきます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス。日本の芸能とは何か、考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 芸能の発生の場はいかなるものか、考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

3 神楽という芸能とそのモチーフを考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

4 神をܴえ、もてなす演ܶについて考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

5 芸能の基本構成について考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

6 演出の発生と展開について考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

7 ことほぎの芸能について考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

8 ຍགྷり・念෹གྷりについて考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

9 人形ٔ・文楽について考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

10 相๾と能ڰ言について考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

11 歌෣ْと歌෣بについて考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

12 学生の発表を行う 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

13 学生の発表を行う 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

14 学生の発表を行う 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

15 まとめ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本芸ೳ論（Traditional Japanese Performing Art） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 伊藤 高雄

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本の芸能の世界を具体的に学び、その文化的意味について考える。

授業目標：
芸能とは何か、具体的にかつ総体的に知識と経験を踏まえ、語れるようにする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
使用しません

参考文献：
授業内で紹介する。たくさん読んでください。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
私たちがいかに常識や良識にとらわれているか、心を真っ白にする౒力をしてみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 古文化とԭೄ文化ٶ 事前：ԭೄの島々を確認
事後：授業資料 講義 90分

2 伊良部島の文化バリエーション 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

3 村落ࡇ᛾ 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

4 シャーマニズム 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

5 世界観と歴史 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

6 民俗的小Ӊ஦ 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

7 本土文化と民俗文化 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

8 法と民俗文化 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

9 法と民俗文化⚒ 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

10 社会組織の変化：ࡇ᛾ 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

11 社会組織の変化：家族 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

12 フィールド調査 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

13 フィールド調査⚒ 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

14 フィールド調査⚓ 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

15 まとめと復習 事前：なし
事後：なし 講義かレポート

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本ަྲྀ史（)istory of 3elations between Japan and 0ther Countries） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 安倍 宰

履 修 条 件
前提科目 日本文化研究

そ の 他 なし

授業概要：
ԭೄ文化研究を受けて、後期ではその範囲をٶ古地域に限定して考察します。防Ӵ問題の議論によくみられる「本土 ԭೄ」という二分法では見えにく

いԭೄの姿を、ٶ古地域を中心にすえることで違う見方ができるのではないだろうかという視点から授業を進めていきます。

授業目標：
ԭೄ文化へのより深い理解

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリント配布

参考文献：
授業時に紹介

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、小テスト・レポート・発表等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
必ず出席すること。

オフィスアワー：
木曜日昼休み。総合研究センター（⚓߸館⚗階、3716）

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 日本の古代史とは何かについて学ぶ。 事前：なし
事後：授業内容の整理 講義

2 ສ葉集とは何かについて学ぶ。 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義

3 三大部立（雑歌、相聞、Ṣ歌）について学ぶ。 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義

4 巻頭歌と最後の歌について学ぶ。 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義

5 ֹ田Ԧについて知る。 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

6 ֟本人ຑ࿊について知る。 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

7 山部੺人について知る。 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

8 高市ࠇ人について知る。 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

9 山上憶良について知る。 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

10 大伴ཱྀ人について知る。 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

11 大伴家持とສ葉集の成立について学ぶ。 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

12 ౦歌・防人歌・伝説歌について学ぶ。 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義と演習

13 学生のプレゼンを行う。 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 演習

14 学生のプレゼンを行う。 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 演習

15 వめをする。 事前：ノートで復習と予習
事後：授業内容の整理 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本ݹ୅史（)istory of Ancient Japan） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ສ葉の時代といえば、日本史の時代区分でいえば古代といえる。ສ葉集には、時代が判明している仁徳ఱߖからಸ良時代末期までである。その時代の状

況や文化をສ葉集の歌を通して理解しながら、学生のプレゼンテーションを交えながら進める。

授業目標：
ສ葉の時代と文化を理解する。時代背景としての宗教、政治、生活、民俗を理解する。また、ສ葉集の作家と作品について学ぶ。また作者未詳歌につい

ても学び、それらの作品の背景を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
授業で伝える。

参考文献：
授業で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、発表（40％）、レポート（40％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業で履修する日本語科目はि⚑時限しかありません。授業で学んだことを積極的に授業外で使い身につけましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーションと自己紹介 事前：学びたいことを考える
事後：学習環境の整備

講義30分､
グループワーク60分

2 動画教材を使った活動① 事前：選んだニュースの要約
事後：振り返り 聴解活動60分、まとめ30分

3 動画教材を使った活動② 事前：選んだニュースの要約
事後：振り返り 聴解活動60分、まとめ30分

4 動画教材を使った活動③ 事前：選んだニュースの要約
事後：振り返り 聴解活動60分、まとめ30分

5 ৯べ物・ҿみ物の歴史① 読解 事前：選んだニュースの要約
事後：振り返り

読解活動40分、グループ
ワーク30分、発表20分

6 ৯べ物・ҿみ物の歴史② 聴解 事前：選んだニュースの要約
事後：振り返り

聴解活動40分、グループ
ワーク30分、発表20分

7 ৯べ物・ҿみ物の歴史③ プレゼン準備 事前：選んだニュースの要約
事後：振り返り 個別指導60分、ミニ講義30分

8 ৯べ物・ҿみ物の歴史④ プレゼン準備 事前：選んだニュースの要約
事後：振り返り 個別指導60分、ミニ講義30分

9 ৯べ物・ҿみ物の歴史⑤ 発表 事前：選んだニュースの要約
事後：振り返り 発表60分、議論・振り返り30分

10 ৯べ物・ҿみ物の歴史⑥ 振り返り 事前：選んだニュースの要約
事後：振り返り ピアレビュー30分、まとめ60分

11 生き物を守ろう① 読解 事前：選んだニュースの要約
事後：振り返り

読解活動40分、グループ
ワーク30分、発表20分

12 生き物を守ろう② 聴解 事前：選んだニュースの要約
事後：振り返り

聴解活動40分、グループ
ワーク30分、発表20分

13 生き物を守ろう③ レポート準備 事前：選んだニュースの要約
事後：振り返り 個別指導60分、ミニ講義30分

14 生き物を守ろう③ レポート ピアレビュー 事前：選んだニュースの要約
事後：振り返り ピアレビュー60分、まとめ30分

15 半期全体を振り返り、ポートフォリオを作成する 事前：選んだニュースの要約
事後：振り返り

講義20分、タスク50分､
発表20分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 日本語Ⅰ（Japanese LanguageⅠ） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 ന石 Ղ和

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 ཹ学生

授業概要：
大学でのษ学・生活に必要な日本語力を総合的に身につけるために、「聞く」「話す」「読む」「書く」の活動を行う。
受講学生の状況や希望に応じて、どのような練習に比重を置くかを決める。

授業目標：
⚑ 大学の講義が理解できる。
⚒ 大学生活において༑人、教職員、地域の人々と日常的なやりとりができる。
⚓ 書くことに慣れる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
授業で伝える。

参考文献：
授業で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、提出物（40％）、レポート（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業で履修する日本語科目はि⚑時限しかありません。授業で学んだことを積極的に授業外で使い身につけましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：学びたいことを考える
事後：学習環境の整備

講義30分､
グループワーク60分

2 気になるニホン① 事前：担当短歌の予習
事後：振り返りとまとめ 発表60分、議論30分

3 気になるニホン② 事前：担当短歌の予習
事後：振り返りとまとめ 発表60分、議論30分

4 気になるニホン③ 事前：担当短歌の予習
事後：振り返りとまとめ 発表60分、議論30分

5 日本各地の魅力① 読解 事前：担当短歌の予習
事後：振り返りとまとめ

読解活動40分、グループ
ワーク30分、発表20分

6 日本各地の魅力② 聴解 事前：担当短歌の予習
事後：振り返りとまとめ

聴解活動40分、グループ
ワーク30分、発表20分

7 日本各地の魅力③ プレゼン準備 事前：担当短歌の予習
事後：振り返りとまとめ 個別指導60分、ミニ講義30分

8 日本各地の魅力④ プレゼン準備 事前：担当短歌の予習
事後：振り返りとまとめ 個別指導60分、ミニ講義30分

9 日本各地の魅力⑤ 発表 事前：担当短歌の予習
事後：振り返りとまとめ 発表60分、議論・振り返り30分

10 日本各地の魅力⑥ 振り返り 事前：担当短歌の予習
事後：振り返りとまとめ ピアレビュー30分、まとめ60分

11 ആ۟・ハイクを楽しもう① 事前：担当短歌の予習
事後：振り返りとまとめ

読解活動40分、グループ
ワーク30分、発表20分

12 ആ۟・ハイクを楽しもう② 事前：担当短歌の予習
事後：振り返りとまとめ

読解活動40分、グループ
ワーク30分、発表20分

13 ആ۟・ハイクを楽しもう③ 事前：担当短歌の予習
事後：振り返りとまとめ

読解活動40分、グループ
ワーク30分、発表20分

14 ആ۟・ハイクを楽しもう④ 事前：担当短歌の予習
事後：振り返りとまとめ

読解活動40分、グループ
ワーク30分、発表20分

15 半期全体を振り返り、ポートフォリオを作成する 事前：成果物を整理する
事後：レポートの作成

講義20分、タスク50分､
発表20分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 日本語Ⅱ（Japanese LanguageⅡ） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 ന石 Ղ和

履 修 条 件
前提科目 日本語ᶗ

そ の 他 ཹ学生

授業概要：
大学でのษ学・生活に必要な日本語力を総合的に身につけるために、「聞く」「話す」「読む」「書く」の活動を行う。
受講学生の状況や希望に応じて、どのような練習に比重を置くかを決める。

授業目標：
⚑ 大学の講義を理解し議論できる。
⚒ 身の回りの人とアカデミックなやりとりができる。
⚓ 書くことに慣れる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
授業で伝える。

参考文献：
授業で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、プレゼンテーション⚒回（40％）、レポート（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業で履修する日本語科目はि⚑時限しかありません。授業で学んだことを積極的に授業外で使い身につけましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：学びたいことを考える
事後：学習環境の整備

講義30分、
グループワーク60分

2 日本美術についてのエッセイを読む 事前：ニュースを調べる
事後：振り返りとまとめ

聴解活動50分、タスク20分､
議論20分

3 自分の国のֆの紹介（発表準備） 事前：ニュースを調べる
事後：振り返りとまとめ

読解活動40分、グループ
ワーク30分、発表20分

4 自分の国のֆの紹介（発表準備） 事前：ニュースを調べる
事後：振り返りとまとめ

聴解活動50分、タスク20分､
議論20分

5 自分の国のֆの紹介（発表） 事前：ニュースを調べる
事後：振り返りとまとめ

読解活動40分、グループ
ワーク30分、発表20分

6 世界文学を読む① 事前：ニュースを調べる
事後：振り返りとまとめ

聴解活動50分、タスク20分､
議論20分

7 世界文学を読む② 事前：ニュースを調べる
事後：振り返りとまとめ

読解活動40分、グループ
ワーク30分、発表20分

8 自分の国の文学の紹介（発表準備） 事前：ニュースを調べる
事後：振り返りとまとめ

聴解活動50分、タスク20分､
議論20分

9 自分の国の文学の紹介（発表準備） 事前：ニュースを調べる
事後：振り返りとまとめ

読解活動40分、タスク30分､
発表20分

10 自分の国の文学の紹介（発表） 事前：ニュースを調べる
事後：振り返りとまとめ

聴解活動50分、タスク20分､
議論20分

11 自分の国の文学の紹介（発表） 事前：ニュースを調べる
事後：振り返りとまとめ

読解活動40分、タスク30分､
発表20分

12 対話型鑑৆①＋日本人ήスト授業 事前：ニュースを調べる
事後：振り返りとまとめ

聴解活動50分、タスク20分､
議論20分

13 対話型鑑৆② 事前：ニュースを調べる
事後：振り返りとまとめ

読解活動40分、タスク30分､
発表20分

14 対話型鑑৆③ 事前：ニュースを調べる
事後：振り返りとまとめ

聴解活動50分、タスク20分､
議論20分

15 半期全体を振り返り、ポートフォリオを作成する 事前：ニュースを調べる
事後：レポートの作成

講義20分、タスク50分､
発表20分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 日本語Ⅲ (Japanese LanguageⅢ） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 ന石 Ղ和

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 ཹ学生

授業概要：
タイトル「アートな日本語」、美術や文学を題材に日本語を学ぶ。
大学でのษ学・生活に必要な日本語力を総合的に身につけるために、「聞く」「話す」「読む」「書く」の活動を行う。

授業目標：
⚑ アートを通じて自国・日本。他国を理解し、議論ができる。
⚒ プレゼンを行ったりレポートを作成したりすることができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 日本語Ⅳ (Japanese LanguageⅣ） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 ന石 Ղ和

履 修 条 件
前提科目 日本語ᶙ

そ の 他 ཹ学生

授業概要：
タイトル「詩から学ぶアジアと世界」
大学でのษ学・生活に必要な日本語力を総合的に身につけるために、「聞く」「話す」「読む」「書く」の活動を行う。

授業目標：
⚑ 詩を深く理解し、議論ができる。
⚒ プレゼンを行ったりレポートを作成したりすることができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
授業で伝える。

参考文献：
授業で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、プレゼンテーション⚒回（40％）、レポート（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業で履修する日本語科目はि⚑時限しかありません。授業で学んだことを積極的に授業外で使い身につけましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：短歌⚑ट調べる
事後：学習環境の整備

講義30分､
グループワーク60分

2 日本の詩の歴史 事前：短歌⚑ट調べる
事後：振り返りとまとめ

聴解活動50分、タスク20分､
議論20分

3 ആ۟の歴史 事前：短歌⚑ट調べる
事後：振り返りとまとめ

読解活動40分、グループ
ワーク30分、発表20分

4 世界のHAI,U、自分の国のHAI,U 事前：短歌⚑ट調べる
事後：振り返りとまとめ

聴解活動50分、タスク20分､
議論20分

5 自分の国の詩の歴史（発表準備） 事前：短歌⚑ट調べる
事後：振り返りとまとめ

読解活動40分、グループ
ワーク30分、発表20分

6 自分の国の詩の歴史（発表） 事前：短歌⚑ट調べる
事後：振り返りとまとめ

聴解活動50分、タスク20分､
議論20分

7 自分の国の詩の歴史（発表） 事前：短歌⚑ट調べる
事後：振り返りとまとめ

読解活動40分、グループ
ワーク30分、発表20分

8 自分の国の詩人と詩作品（発表準備） 事前：短歌⚑ट調べる
事後：振り返りとまとめ

聴解活動50分、タスク20分､
議論20分

9 自分の国の詩人と詩作品（発表） 事前：短歌⚑ट調べる
事後：振り返りとまとめ

読解活動40分、タスク30分､
発表20分

10 自分の国の詩人と詩作品（発表） 事前：短歌⚑ट調べる
事後：振り返りとまとめ

聴解活動50分、タスク20分､
議論20分

11 日本人ήスト授業：世界の詩を読む 事前：短歌⚑ट調べる
事後：振り返りとまとめ

読解活動40分、タスク30分､
発表20分

12 トランスリンガルആ۟⚑：ആ۟・HAI,Uの鑑৆ 事前：短歌⚑ट調べる
事後：振り返りとまとめ

聴解活動50分、タスク20分､
議論20分

13 トランスリンガルആ۟⚒：ق語ドーナツを使った創作活動 事前：短歌⚑ट調べる
事後：振り返りとまとめ

読解活動40分、タスク30分､
発表20分

14 トランスリンガルആ۟⚓：۟会とふりかえり 事前：短歌⚑ट調べる
事後：振り返りとまとめ

聴解活動50分、タスク20分､
議論20分

15 半期全体を振り返り、ポートフォリオを作成する 事前：成果物を整理する
事後：レポートの作成

講義20分、タスク50分､
発表20分
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教本：
ԭ森୎໵他『図解日本語』三省堂 ￥2,160
その他、資料と書き込み用プリントを配付する。

参考文献：
日野資成『ベーシック現代の日本語学』ひつじ書房 ￥1,836

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（35％）、定期試験（45％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分自身が使っている日本語を考察の対象とする授業です。多くの新しい発見があるでしょう。日本語に対する知的興味・おもしろさを感じることがで

きると思います。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 世界の中の日本語について考える 事前：世界の言語を調べる
事後：言語の系統を確認

講義 60分
演習 30分

2 音声・音韻⚑（調音、子音の分類、฼音の分類）について学ぶ 事前：言語音について調べる
事後：子音・฼音の整理

講義 60分
演習 30分

3 音声・音韻⚒（音声学と音韻論、日本語の音素、ഥの体系）について学ぶ 事前：音韻論について調べる
事後：音韻の整理

講義 60分
演習 30分

4 音声・音韻⚓（௒音節素 アクセント、イントネーション、プロミネンス）につい
て学ぶ

事前：௒音節素について予習
事後：௒音節素の特徴を復習

講義 60分
演習 30分

5 語彙⚑（意味の体系、語種）について学ぶ 事前：語種について調べる
事後：プリント問題

講義 60分
演習 30分

6 語彙⚒（語構成）について学ぶ 事前：語構成について調べる
事後：プリント問題

講義 60分
演習 30分

7 文法⚑（単語と文、文の組み立て）について学ぶ 事前：プリントを読んでくる
事後：プリント問題

講義 60分
演習 30分

8 文法⚒（単語の形〈形態論〉）について学ぶ 事前：プリント活用表の完成
事後：語形変化の確認

講義 60分
演習 30分

9 文法⚓（文の構造〈統語論〉）について学ぶ 事前：プリントを読んでくる
事後：モダリティの確認

講義 60分
演習 30分

10 文字・表記⚑（文字の役割、漢字・かな・ローマ字）について学ぶ 事前：文字について調べる
事後：文字のなりたちの復習

講義 60分
演習 30分

11 文字・表記⚒（かなづかい、送りがな、記߸類）について学ぶ 事前：プリントを読んでくる
事後：かなづかいの確認

講義 60分
演習 30分

12 社会言語学⚑（位相論、職業差・世代差・性差・場面差と言葉）について学ぶ 事前：言葉遣いを振り返る
事後：位相語を確認する

講義 60分
演習 30分

13 社会言語学⚒（方言）について学ぶ 事前：日本語の方言を調べる
事後：プリントでの復習

講義 60分
演習 30分

14 待۰表現（待۰表現の種類・敬語）について学ぶ 事前：待۰表現を調べる
事後：待۰表現の整理

講義 60分
演習 30分

15 まとめ 日本語を構造的にみる 事前：言語の構造を考える
事後：試験に備える

講義 60分
演習 30分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本語概論（Introduction to Japanese Linguistics） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 澤田 ൕಸ美

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本語の使用例をもとに、日本語の音声・音韻、語彙、文法、文字・表記などについて考察する。また、日常・個別の言語事象を全体の体系と関係づけ

て考え、日本語に対する関心を深める。
授業目標：
⚑．日本語がもつ規則性・体系性に気づく。
⚒．日本語を構造的に理解・把握する。
⚓．言語としての日本語に対する関心を深める。
⚔．中学校・高等学校国語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配付する。

参考文献：
松崎׮ほか（2018）『日本語教育 よくわかる音声』アルク ￥2,200

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（15％）、提出物等（40％）、定期試験（45％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
私たちが毎日聞いたり発したりしている言語の音について考えます。精޼な発音のしくみを知ってڻくこともあるでしょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 十音図とその拡大表の理解ޒ 事前：シラバスを読んでくる
事後：プリントの確認

オリ 30分 講義 30分
問題 30分

2 話し言葉の語形の特徴を、書き言葉との比較でとらえる。 事前：話し言葉と書き言葉の違い
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

3 アクセント⚑ 日本語のアクセントの特徴を考える。 事前：アクセントについて調べる
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

4 アクセント⚒ アクセントの式と型を理解する。 事前：アクセントの式と型とは
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

5 イントネーション、プロミネンス、ポーズについて考える。 事前：イントネーションとは
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

6 日本語の子音⚑ 音声器׭と、破྾音・ຎࡲ音、声ଳ振動の有無について理解す
る。

事前：子音とは
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

7 日本語の子音⚒ 破ࡲ音・ඓ音・஄音、፠音について理解する。 事前：子音の分類の確認
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

8 日本語の子音⚓ 。十音図の各行の子音について考えるޒ 事前：ޒ十音図の各行の音声表記
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

9 日本語の子音⚔ 子音のまとめと確認問題 事前：日本語の子音全体の確認
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

10 日本語の฼音について理解する。 事前：฼音とは
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

11 音韻論⚑ 音声学と音韻論の違いを理解する 特घഥの異音 事前：音声学・音韻論とは
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

12 音韻論⚒ 日本語の音素について考える。 事前：日本語の音素について
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

13 音節構造について考える。 事前：日本語の音節とは
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

14 期末試験に備えて練習問題を解く。 事前：プリント・ノートの確認
事後：プリントの確認 練習問題・考察 90分

15 まとめ 事前：質問・確認事項のચい出し
事後：試験準備 質疑応答

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語学（Ի੠・Իӆ）（Japanese Linguistics（Phonetics and Phonology）） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 日本語概論

そ の 他 なし

授業概要：
私たちは、日本語の音、たとえば「ア」「カ」「サ」「タ」……など、それぞれをどのように作って発音しているのだろうか。この授業では、それぞれの音

の発音のしくみを学ぶ。また、日本語・英語・中国語など、言語によって区別する音が異なるが、日本語はどの音を区別し、どの音を区別しないのかにつ
いても考える。
授業目標：
⚑．現代日本語の音声がもつ特徴を理解し、それを体系的に整理できるようになる。
⚒．中学校・高等学校国語教員志望者、日本語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配付する。

参考文献：
秋元美晴（2010）『日本語教育能力検定試験に合格するための語彙12』アルク ￥2,160

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、小テスト・提出物等（35％）、レポート（45％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
私たちが日常使っている身近な日本語の語彙について学びます。語の形・構成・出自・意味などについて考えます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
語彙の体系⚑：語彙の体系の具体例を見る。

事前：シラバスを読んでくる
事後：語彙の体系の具体例の復習

オリ 30分、講義 40分、
考察 20分

2 語彙の体系⚒：語彙の体系性について考える。 事前：配付プリントの熟読
事後：練習問題の復習

講義 30分、考察と練習
問題 60分

3 語彙と語彙量：量的調査の方法と目的を知る。 事前：異なり語数とԆべ語数
事後：練習問題の復習

講義 50分、考察と練習
問題 40分

4 語と語形⚑：どの単位を⚑単語とするかを考える。⚑単語の長さや、語種による
語形的な特徴を知る。

事前：和語の語形について調べる
事後：ノート・資料の整理と復習

講義 50分、考察と練習
問題 40分

5 語と語形⚒：同音・同訓の語、語形のゆれについて考える。 事前：配付プリントの熟読
事後：練習問題の復習

講義 50分、考察と練習
問題 40分

6 語種⚑：日本語の語彙について、各単語がどこから来たかによる分類を考える。 事前：借用語について調べる
事後：ノート・資料の整理と復習

講義 50分、考察と練習
問題 40分

7 語種⚒：和語・漢語・外来語・ࠞ種語を見分け、その特徴が説明できるようにな
る。

事前：配付プリントの熟読
事後：練習問題の復習

講義 50分、考察と練習
問題 40分

8 語構成⚑：単७語・合成語（複合語・೿生語・৞語）の構成について知り、例を
あげて説明することができる。

事前：日本語の語構成について
事後：ノート・資料の整理と復習

講義 50分、考察と練習
問題 40分

9 語構成⚒：それぞれの複合語や೿生語が、どのような品詞から成り立っている
かについて考える。

事前：配付プリントの練習問題
事後：練習問題の復習

講義 50分、考察と練習
問題 40分

10 語の意味⚑：単義語と多義語、明示的意味と副次的意味について考える。 事前：明示的意味と副次的意味
事後：ノート・資料の整理と復習

講義 50分、考察と練習
問題 40分

11 語の意味⚒：類義語と対義語、カテゴリカルな意味について考える。 事前：配付プリントの熟読
事後：練習問題の復習

講義 50分、考察と練習
問題 40分

12 語彙調査練習：ある文章の一節を使って、語種ごとに異なり語数とԆべ語数を
調べる

事前：なし
事後：語彙調査練習を完成させる 語彙調査練習

13 オノマトペ⚑：オノマトペとは 他の語彙との違い 各音のもつ印象 オノマ
トペの語形

事前：擬声語・擬態語とは
事後：ノート・資料の整理と復習

講義 50分、考察と練習
問題 40分

14 オノマトペ⚒：人の気持ちやようす・性格を表すもの、もののようすや௧みを表
すもの、その他 文学作品の中のオノマトペ 世界のオノマトペ

事前：配付プリントの熟読
事後：練習問題の復習

講義 50分、考察と練習
問題 40分

15 まとめ 事前：質問・確認事項のચい出し
事後：レポート作成

講義 30分、
質疑応答 60分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本語学（語ኮ）（Japanese Linguistics（LeYicology）） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 日本語概論

そ の 他 なし

授業概要：
語彙について、体系性・量・語形・語種・意味などの点から考え、分析する方法を学ぶ。

授業目標：
⚑．日本語の語彙の特質を理解し、客観的に分析する方法を身につける。
⚒．中学校・高等学校国語教員志望者、日本語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



360

教本：
資料と課題プリントを配付する。

参考文献：
文化৹議会答ਃ（2007）「敬語の指針」

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、発表・提出物等（30％）、レポート（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
待۰表現、配慮表現は、さまざまなコミュニケーションの中で必ず見られるものです。特に社会人になったときに、適切な使用が求められます。そのこ

とに気づくだけでも、自分自身のコミュニケーションのしかたが変わってきます。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 待۰表現とは何か、待۰的意味について考える。 事前：シラバスを読んでくる
事後：プリントの確認

オリ 30分 講義 30分
考察 30分

2 ｢現代社会における敬意表現」について考える。 事前：敬意表現とは
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

3 敬語① 敬語についての基本的な考え方を理解する。 事前：敬語の種類を調べる
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

4 敬語② 敬語の語形や語彙を確認する。 事前：練習問題
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

5 敬語③ 「敬語の指針」を読んで、敬語に対する考え方を理解する。 事前：「敬語の指針」に目を通す
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

6 敬語④ 敬語のまとめ 敬語を使った会話練習 事前：敬語の復習
事後：プリントの確認

講義 20～30分
練習・考察 70～60分

7 ポライトネス① ポジティブポライトネスとネガティブポライトネスについ
て理解し、例をあげて説明できるようにする。

事前：ポライトネスについて調べる
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

8 ポライトネス② ポライトネスのストラテジー：どのような表現を用いてそ
れぞれのポライトネスが表されるかを学ぶ。

事前：配布プリントの用例を見る
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

9 配慮表現について学び、適切な場面で使えるようにする。 事前：配慮表現とは
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

10 人শ代名詞・ݺশと待۰表現 শにどのような待۰意図がかかわっているݺ
かを学ぶ。

事前：日本語の人শ代名詞について
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

11 終助詞と待۰表現／ポライトネス 終助詞に現れる待۰性について考える。 事前：終助詞について調べる
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

12 待۰表現の使い分けにかかわる要因〈社会的要因、心理的要因〉について考え
る。

事前：要因として何が考えられるか
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

13 待۰表現の使用例を機能・適切性の点から分析する 発表① Ａグループ 事前：発表準備
事後：発表結果の整理 発表と質疑応答

14 待۰表現の使用例を機能・適切性の点から分析する 発表② Ｂグループ 事前：発表準備
事後：発表結果の整理 発表と質疑応答

15 まとめ 自らの待۰表現の使用を振り返る。 事前：自分の待۰表現使用を考える
事後：レポートをまとめる 質疑応答

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語学（଴۰දݱ）（Japanese Linguistics（Attitudinal EYpressions)） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 日本語概論 日本語学（文法）

そ の 他 なし

授業概要：
・待۰表現に関する資料を読み、敬語・ܰ൰語・尊大語、ポライトネス、配慮表現、ᇥۂ・間接表現について考える。
・待۰表現の使用例を機能・適切性の点から分析する。
・待۰表現を使う練習も行う。
授業目標：
⚑．待۰表現の意味・種類・仕組みや、待۰表現の使い分けにかかわる要因を理解する。
⚒．場面に合わせて適切な待۰表現を使うことができるようになる。
⚓．中学校・高等学校国語教員志望者、日本語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『にっΆんご⚗ 漢字』むぎ書房

参考文献：
島達夫ٶ 著『語彙論研究』むぎ書房

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（30％）、学期末レポートもしくは学期末試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
漢字・語彙を単に覚えるだけでなく、実際の使い方を理解してどんどん使ってみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（授業の進め方）
文字のはなし 文字の発展⚑

事前：シラバスを読んでくる
事後：復習・ノート整理

講義 40分
演習 50分

2 文字のはなし 文字の発展⚒ 事前：テキストの読み・読みタスク
事後：復習・ノート整理

講義 40分
演習 50分

3 漢字のよみ 音と訓 重ശ読み・౬Գ読み
古代日本の文字

事前：テキストの読み・読みタスク
事後：復習・次ि小テスト準備

講義 40分
演習 50分

4 漢字のなりたち⚑ かたどり文字 象形文字 指事文字
漢字のおこり

事前：テキストの読み・読みのタスク
事後：復習・次ि小テスト準備

講義 40分
演習 50分

5 漢字のなりたち⚒ あわせ文字 会意文字 形声文字
漢字の発展

事前：テキストの読み・読みのタスク
事後：復習・次िの小テスト準備

講義 40分
演習 50分

6 漢字のくみたて
現代の漢字のくみたて 国字のはなし

事前：テキストの読み・読みのタスク
事後：復習・次ि小テスト準備

講義 40分
演習 50分

7 漢字の音⚑ 同音異字 事前：テキストの読み・読みのタスク
事後：復習・次ि小テスト準備

講義 40分
演習 50分

8 漢音の音⚒ 漢音とޖ音
日本語の漢字音

事前：テキストの読み・読みのタスク
事後：復習・次ि小テスト準備

講義 40分
演習 50分

9 漢字の訓 同訓異字 地名・人名のよみ方 事前：テキストの読み・読みのタスク
事後：復習・次ि小テスト準備

講義 40分
演習 50分

10 漢字の意味
現代の漢字の意味

事前：テキスト・資料の読み
事後：復習・ノートまとめ

講義(30分)
討論・演習(60分)

11 漢字のつかい方（かな書きか漢字か） おくりがな
日本の文章の変遷

事前：テキストの読み・読みのタスク
事後：復習・プリント問題

講義 40分
演習 50分

12 現代の漢字 当用漢字
日本の表記法の改ֵ 現代かなづかい

事前：テキストの読み・読みのタスク
事後：復習・プリント問題

講義 40分
演習 50分

13 部ट
画数と筆順 漢和ࣙ典のくみたて

事前：テキストの読み・読みのタスク
事後：復習・ノートまとめ

講義 40分
演習 50分

14 漢字のかながき 事前：テキスト・資料の読み
事後：復習・ノートまとめ

講義(30分)
討論・演習(60分)

15 まとめ 事前：質問・確認事項のચい出し
事後：全体の振り返り

講義 40分
演習 50分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語学（文ࣈ）（Japanese Linguistics（Literature）） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 澤田 ൕಸ美

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
文字に関する知識、漢字に関する知識を深める。日本語において、漢字という文字は、どのような存在なのかを、履修者自らに考えてもらう。漢字力・

語彙力を高めることも行なうが、ただ難しい漢字・語彙を覚えるのではなく、今後、日本語のなかで、どのように漢字を使っていくべきなのかを各自考え
る。
授業目標：
⚑．専門的研究や、就࿑時に必要な語彙を理解し、表記する漢字の書写能力を向上させる。
⚒．中学校・高等学校国語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
高橋太郎他（2005）『日本語の文法』ひつじ書房 ￥2,640
山田敏弘（2004）『国語教師が知っておきたい日本語文法』くろしお出版 ￥1,760

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、小テスト・提出物等（35％）、定期試験（45％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
文法とは、文を作るときに見られる規則のことです。私たちは、ふだんあまり意識せずに日本語の文をくみたて、コミュニケーションをしています。つ

まり、私たちは、文法を正しく適用して日本語の文を作っているのです。そんな日本語の文法について考えましょう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 「国語学」と「日本語学」の違いや特徴を理解する。文
法とは何か、言葉の単位について考える。

事前：シラバスを読んでくる
事後：プリントの確認

オリ 30分 講義 40分
考察 20分

2 文の組み立てについて考える。 事前：文の成分について調べる
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

3 単語の分類としての品詞について考える。品詞①：動詞⚑ 動詞の機能・意味
について考える。

事前：品詞とは
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

4 品詞①：動詞⚒ 活用の種類と活用形について、例をあげて説明できるよう
にする。

事前：動詞の活用を調べる
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

5 品詞①：動詞⚓ 意味による動詞の分類、自動詞・他動詞、その他動詞の性質
について考える。

事前：形容詞・形容動詞を調べる
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

6 品詞②：形容詞・形容動詞の機能・意味・活用について、例をあげて説明でき
るようにする。

事前：形容詞・形容動詞を調べる
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

7 品詞③：名詞の機能と意味について考え、例をあげて説明できるようにする。 事前：名詞について調べる
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

8 品詞④：副詞の機能と意味について考え、例をあげて説明できるようにする。 事前：副詞について調べる
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

9 品詞⑤：連体詞・接続詞・感動詞の機能と意味について考え、例をあげて説明
できるようにする。

事前：各品詞について調べる
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

10 品詞⑥：助詞⚑ 助詞の種類・機能・意味について考え、例をあげて説明でき
るようにする。「格」について考える。

事前：格助詞について調べる
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

11 品詞⑥：助詞⚒ とりたて助詞・終助詞について考える。 事前：その他の助詞について
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

12 品詞⑥：助詞⚓ 接続助詞について考える。 事前：その他の助詞について
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

13 品詞⑦：助動詞の機能・意味・接続や活用について考え、例をあげて説明でき
るようにする。

事前：助動詞について調べる
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

14 モダリティと助詞・助動詞について考える。 事前：モダリティとは
事後：プリントの確認

講義 50～60分
練習問題・考察 40～30分

15 まとめ 事前：質問事項のચい出し
事後：期末試験準備 質疑応答

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語学（文法）（Japanese Linguistics（Grammar）） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 日本語概論

そ の 他 なし

授業概要：
・小学校、中学校で教えられている国語・口語文法を、教える立場から学ぶ。
・日本語教育で使われる文法を学ぶ。
・私たちがふだん使っている日本語を考察の対象として客体化し、分析する。
授業目標：
⚑．国文法での品詞の考え方を理解し、国文法の体系をとらえる。同時に日本語文法での品詞や活用を理解し、国文法との違いをとらえる。
⚒．日本語の用例を文法的に分析する力を養う。
⚓．中学校・高等学校国語教員志望者、日本語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本： 参考文献：
⚑．「日本語教育人材の養成・研修の在り方について（報告）」（平成31年）文化৹議会国語分科会
⚒．春原憲一郎他『日本語教師の成長と自己研修』（2006） ຌ人社 ￥2,592
⚓．川口義一『成長する教師のための日本語教育ガイドブック〈上〉〈下〉』(2005）ひつじ書房 各￥3,024

成績評価の方法、評価基準：
到達目標が達成できたかを評価する。実習ઌかΒのධՁදをߟࢀに総合評価する。

学生へのアドバイス：
日本語教員養成課程の最後の段階です。熱心に取り組めば取り組むほど、将来大いに役立つ経験になります。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Ǻ実習前⚑〉実習の目的、実習先ީ補の教育プログラムなどについて考える。実習
先の教材を入手する。

事前：実習先について調べる
事後：ノート・資料の整理と復習 話し合い90分

2 Ǻ実習前⚒〉実習で用いる教材に慣れるために、教案を書いて模擬授業を行う。 事前：教案を書く
事後：模擬授業の振り返り 模擬授業と話し合い

3 Ǻ⚑日目〉オリエンテーション：実習の目的と諸注意の確認。実習先について知る。
科目別指導法、授業見学（初級）など。

事前：実習に関する資料を読む
事後：振り返り、資料の整理 実習先での活動

4 Ǻ⚒日目〉授業見学（読解）。授業後処理見学。教壇実習①のଧち合わせ。TAとし
て参加するための準備。

事前：見学する授業について知る
事後：ଧち合わせの整理、振り返り

見学
話し合い

5 Ǻ⚓日目〉TAとして授業参加。教壇実習①のための教材分析、教案作成、ICTをは
じめ、教具・教材の検討、著作権の確認。

事前：担当箇所の教材の確認
事後：模擬授業準備

TA
各自作業

6 Ǻ⚔日目〉模擬授業①と振り返り。教壇実習リハーサル。 事前：模擬授業リハーサル
事後：教案の見直し、振り返り

模擬授業45分
話し合い

7 Ǻ⚕日目〉教壇実習①と振り返り。 事前：教壇実習のリハーサル
事後：振り返り、資料の整理

教壇実習45分
話し合い

8 Ǻ⚖日目〉授業見学（聴解）。授業後処理見学。教壇実習②のଧち合わせ。TAとし
て参加するための準備。

事前：見学する授業について知る
事後：振り返り、資料の整理

見学
授業参加

9 Ǻ⚗日目〉TAとして授業参加。教壇実習②のための教材分析、教案作成、ICTをは
じめ、教具・教材の検討、著作権の確認。

事前：担当箇所の教材の確認
事後：模擬授業準備

TA
各自作業

10 Ǻ⚘日目〉模擬授業②と振り返り。教壇実習リハーサル。 事前：模擬授業リハーサル
事後：教案の見直し、振り返り

模擬授業45分
話し合い

11 Ǻ⚙日目〉教壇実習②と振り返り。 事前：教壇実習のリハーサル
事後：振り返り、資料の整理

教壇実習45分
話し合い

12 Ǻ10日目〉授業見学（文字）。授業後処理見学。教育実習全体の振り返り。 事前：見学する授業について知る
事後：振り返り、資料の整理

見学・話し合い
各自作業

13 Ǻ実習後⚑〉実習ノート提出のための準備。成果報告会への参加 事前：成果報告会の準備
事後：実習ノートの完成・提出 話し合い90分

14 Ǻ実習後⚒〉自己成長していく教師：他から教えてもらえないこと・内省的実践に
ついて考える。計画 実行 評価 改善

事前：資料を読む
事後：授業内容の整理 話し合い90分

15 Ǻ実習後⚓〉教師研修について学ぶ。日本語教師の資質と役割を考える。 事前：教師研修について調べる
事後：成果報告会の準備 話し合い90分

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 日本語教育実習（Practice Teaching of Japanese） 科目分類 日本語教員科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 日本語教授法、日本語教育方法論Ⅰ・Ⅱ、日本語教育実習指導

そ の 他 日本語教員ཆ成課程履修者

授業概要：
これまで学んだ日本語教育に関する知識・技能を実践の場で生かしていくために、教育実習に参加する。実習先を選び、実習のための周到な準備を行い、

教壇実習を行う。事後学習として、実習で学んだことを、これからの教授活動に生かしていくための方法を考える。実習先の実習プログラムにより、実習
内容に変ߋが生じる場合がある。
授業目標：日本語学習者を対象とした授業において、実際に教壇に立ち教えることを通して、以下のようなことを学ぶ。
⚑．これまでに学んできた知識や技術が、どう実践に生かされていくか、ということに気づき考える。
⚒．「自ら成長していく教師」にとって、必要な資質について考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。必要な資料は、印刷して配布。

参考文献：
「日本語教育の参照࿮」報告文化৹議会国語文科会
文化庁制作「日本語教師養成のための動画教材」
Webサイト「日本語教育コンテンツ（共有システム）」

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（25％）、学習項目の一覧・教案の提出と発表（25％）、模擬授業と自己評価表の提出（25％）、討論参加度とコメント表の提出等（25％）

で総合評価する。
学生へのアドバイス：

できるだけ多く教壇に立つ練習をして、少しずつ教えることに慣れましょう。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（この授業で学ぶことを説明する）
｢日本語教育の参照࿮」の概要、目指すもの、言語教育観について学ぶ

事前：方法論Ⅰ･Ⅱの復習
事後：資料の整理と復習

講義60分
演習30分

2 ｢日本語教育の参照࿮」における日本語能力観と⚖つのレベルについて学ぶ
｢日本語教育の参照࿮」の評価の考え方について学ぶ

事前：資料の読み
事後：資料の整理と復習

講義60分
演習30分

3 日本語教育の参照࿮を踏まえて（「Can-do」を生かした「コースデザイン」1)
対象・目標別can-doを考える ①留学生向け ②生活者向け（「生活Can do」参照）

事前：資料の読み
事後：資料の整理と復習

講義60分
演習30分

4 日本語教育の参照࿮を踏まえて（「Can-do」を生かした「コースデザイン」2)
対象・目標別can-doを考える ③就࿑者向け

事前：資料の読み
事後：資料の整理と復習

講義60分
演習30分

5 目標Can-doに基づくバックワードデザインによる授業の組み立てを学ぶ 事前：資料の読み
事後：資料の整理と復習

講義60分
演習30分

6 教案作成①（対象・目標は、授業で決める）
日本語教育の参照࿮"�レベルを踏まえ、授業の教案を作成する

事前：模擬授業資料の分析
事後：教案の作成

講義60分
演習30分

7 作成した教案①を、検討する 事前：教案の作成
事後：教案の修正

講義30分
演習60分

8 作成した教案①で、模擬授業を行う 事前：模擬授業の準備
事後：模擬授業の振り返り

模擬授業60分
演習30分

9 教案作成②（対象・目標は、授業で決める）
日本語教育の参照࿮̗レベルを踏まえ、授業の教案を作成する

事前：模擬授業資料の分析
事後：教案の作成

講義60分
演習30分

10 作成した教案②を、検討する 事前：教案の作成
事後：教案修正

講義30分
演習60分

11 作成した教案②で、模擬授業を行う 事前：模擬授業の準備
事後：模擬授業の振り返り

模擬授業60分
演習30分

12
教案作成③（対象・目標は、授業で決める）
日本語教育の参照࿮を踏まえ、言語活動別のはなすことï΍ΓとΓðの授業教案を作成
する

事前：模擬授業資料の分析
事後：教案の作成

講義60分
演習30分

13 作成した教案③を、検討する 事前：教案の作成
事後：教案の修正

講義30分
演習60分

14 作成した教案③で、模擬授業を行う 事前：模擬授業の準備
事後：模擬授業の振り返り

模擬授業60分
演習30分

15 全体のまとめを行う 事前：全体の振り返り
事後：教育実習の準備

講義60分
演習30分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語教育実習指導（Seminar on Practice Teaching of Japanese） 科目分類 日本語教員科目

担 当 教 員 澤田 ൕಸ美

履 修 条 件
前提科目 日本語教授法、日本語教育方法論ⅠɾⅡ

そ の 他 なし

授業概要：
「日本語教育方法論Ⅱ」の次の段階という位置づけで、「日本語教育の参照࿮」について学び、「行動中心アプローチ」と「Can-do」について理解する。さ

らに「Can-do」を生かした「コースデザイン」について考え、「Can-do」を軸にした授業を模擬的に行う。
授業目標：
⚑．「日本語教育の参照࿮」、行動中心アプローチ、Can-doについて理解する。
⚒．「Can-do」を生かした「コースデザイン」や授業の方法を学び、教案を書いて模擬授業を行うことができる。
⚓．問題を予見し、あるいは問題に直面したときに、自ら解決することができる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（この授業で学ぶことを説明する）
・学習項目の一覧の見方を説明する ・日本語教師の資質、能力について復習する

事前：教科書の購入
事後：授業の復習 講義 90分

2 初級の学習項目⚑『みんなの日本語初級Ⅰ第⚒版 本࡭』⚑～⚓課（名詞述語文①）
・構造シラバスのプログラムを確認する ・学習項目を分析する

事前：⚑～⚓課の熟読
事後：資料の整理と復習

講義 30分
演習 60分

3 初級の学習項目⚒『みんなの日本語初級Ⅰ第⚒版 本࡭』⚑～⚓課（名詞述語文②）
・導入のしかた、文型練習とアクティビティのさせ方、会話教材の使い方を学ぶ

事前：⚑～⚓課の熟読
事後：資料の整理と復習

講義 30分
演習 60分

4 初級の学習項目⚓『みんなの日本語初級Ⅰ第⚒版 本࡭』⚔課（動詞述語文①）
・学習項目を分析する ・効果的な教材を考える ・教材の著作権について学ぶ

事前：⚔課の熟読
事後：資料の整理と復習

講義 30分
演習 60分

5 教案の書き方について学び、担当を決め教案を書く ・⚑つの課の学習項目と授業計
画、授業の流れ、学習者の中間言語（教室で使う日本語）、環境の設定を考える

事前：学習項目の一覧表
事後：教案の作成

講義 30分
演習 60分

6 初級の学習項目⚔『みんなの日本語初級Ⅰ第⚒版 本࡭』⚕課（動詞述語文②）
・学習項目を分析する ・効果的な教材を考える

事前：⚕課の熟読
事後：資料の整理と復習

講義 30分
演習 60分

7 初級の学習項目⚕『みんなの日本語初級Ⅰ第⚒版 本࡭』⚖課（動詞述語文③）
・学習項目を分析する ・効果的な教材を考える

事前：⚖課の熟読
事後：資料の整理と復習

講義 30分
演習 60分

8 初級の学習項目⚖『みんなの日本語初級Ⅰ第⚒版 本࡭』⚗課（動詞述語文④）
・学習項目を分析する ・効果的な教材を考える

事前：⚗課の熟読
事後：資料の整理と復習

講義 30分
演習 60分

9 初級の学習項目⚗『みんなの日本語初級Ⅰ第⚒版 本࡭』⚘・⚙課（形容詞述語文①）
・学習項目を分析する ・効果的な教材を考える

事前：⚘・⚙課の熟読
事後：資料の整理と復習

講義 30分
演習 60分

10 作成した教案を検討する ・目的、導入、説明のしかたと板書、ICTの利用、練習のさ
せ方、教具教材、発話量、時間配分、教師の日本語、などの検討

事前：教案発表の準備
事後：模擬授業準備 演習 90分

11 初級の学習項目⚘『みんなの日本語初級Ⅰ第⚒版 本11・10『࡭課（存在文）
・学習項目を分析する ・効果的な教材を考える

事前：10・11課の熟読
事後：資料の整理と復習

講義 30分
演習 60分

12 初級の学習項目⚙『みんなの日本語初級Ⅰ第⚒版 本13・12『࡭課（名詞/形容詞述語文
の過去、感情形容詞） ・学習項目を分析する ・効果的な教材を考える

事前：12・13課の熟読
事後：資料の整理と復習

講義 30分
演習 60分

13 模擬授業を行う ①
・自他の授業への具体的評価を行う ・フィードバックのしかたを確認する

事前：授業のリハーサル
事後：振り返りレポート

模擬授業 60分
演習 30分

14 模擬授業を行う ②
・自他の授業への具体的評価を行う ・ICTを利用した教材のメリットを考える

事前：授業のリハーサル
事後：振り返りレポート

模擬授業 60分
演習 30分

15 教具・教材の検討、研究をする（初級⚑） 初級メイン教材・副教材・活動集
全体のまとめを行う

事前：13課までの項目確認
事後：初級の教え方の確認

講義 30分
演習 60分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語教育方法論Ⅰ(Methodology of Teaching Japanese as a Second Language Ⅰ） 科目分類 日本語教員科目

担 当 教 員 澤田 ൕಸ美

履 修 条 件
前提科目 日本語教授法

そ の 他 なし

授業概要：
日本語教員養成課程に登録した学生向けの授業であり、「日本語教授法」を履修済みであることを前提とする。初級の教え方を中心に、学習項目や活動の

させ方、教具・教材について検討していく。そして、日本語教育に必要とされる知識・技能を身につける。
授業目標：

日本語を外国語として教える方法を学ぶ。具体的には、
⚑．参照࿮にもとづいた初級前期の学習項目の分析ができる。
⚒．参照࿮にもとづいた実際に使える教案を書くことができる。
⚓．模擬的に教授活動を行うことができるようになる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
『みんなの日本語初級̞ 第⚒版 本（2012）『࡭

スリーエーネットワーク ￥2,750

参考文献：
『みんなの日本語初級̞ 教え方の手Ҿき』（2000）スリーエーネットワーク ￥3,080
寺田和子他『改訂版 日本語の教え方ABC』（2022）アルク ￥2,420

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（25％）、学習項目の一覧・教案の提出と発表（25％）、模擬授業と自己評価表の提出（25％）、話し合い参加度とコメント表の提出等（25％）

で総合評価する。
学生へのアドバイス：

日本語を使って日本語を教える基本的な技術を学びます。学生のみなさんの参加により、活気ある授業にしたいと思います。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本13～⚑『࡭課の復習 日本
語教師の資質・能力について考える。（50の教育内容 H31報告p.24）

事前：方法論Ⅰの復習
事後：資料の整理と復習

講義30分
話し合い60分

2 Ǿみんなの日本語初級Ⅰ』14課 学習項目一覧の作成と分析。動詞の分類について学ぶ。
動詞テ形の作り方とテ形を使う文型（ґཔ・指示・קめ）について学ぶ。

事前：14課の学習項目表
事後：資料の整理と復習

講義30分
話し合い60分

3 教案検討会⚑ 目的、導入、説明のしかたと板書、صの配置、ICTの利用、練習のさせ
方、教具教材、発話量、時間配分、教室で使う日本語と他言語等について検討する。

事前：教案作成
事後：教案の修正

発表・質疑応答・
話し合い90分

4 模擬授業と反省会⚑ ・模擬授業を行い、第⚓回における観点や改善点などについて
話し合う。 ・フィードバックのしかた ・自他の授業への具体的評価を行う。

事前：模擬授業準備
事後：振り返りレポート

模擬授業と話し合い
90分

5 『みんなの日本語初級Ⅰ』15課・17課 学習項目一覧の作成と分析。動詞テ形を使う
文型（ڐ可・ې止）、ナイ形の作り方とナイ形を使う文型について学ぶ。

事前：15・17課の学習項目
事後：資料の整理と復習

講義30分
話し合い60分

6 Ǿみんなの日本語初級Ⅰ』18課・19課 学習項目一覧の作成と分析。動詞ࣙ書形・タ形
の作り方と、ࣙ書形・タ形を使う文型について学ぶ。

事前：18・19課の学習項目
事後：資料の整理と復習

講義30分
話し合い60分

7 Ǿみんなの日本語初級Ⅰ』20課以߱の学習項目
｢ふつう形」｢ふつう形を使う複文」について学び、教え方・練習法を検討する。

事前：ふつう形とは
事後：資料の整理と復習

講義30分
話し合い60分

8 教案検討会⚒ ・特にアクティビティと会話練習について 第⚓回と同様に検討
その他、教材の著作権やコミュニケーションストラテジーについて学ぶ。

事前：教案作成
事後：教案の修正

発表・質疑応答・
話し合い90分

9 模擬授業と反省会⚒ ・模擬授業を行い、第⚙回における観点や改善点などについて
話し合う。 ・フィードバックのしかた ・自他の授業への具体的評価を行う。

事前：模擬授業準備
事後：振り返りレポート

模擬授業と話し合い
90分

10 日本語の指導法 レベル別〈中上級〉について学ぶ ・インプット活動：ボトムアップ
/トップダウン/相互交流．談話理解など ・アウトプット活動：ロールプレイなど

事前：キーワードを調べる
事後：資料の整理と復習

発表・質疑応答・
話し合い90分

11 日本語の指導法 技能別教材について学ぶ
レベル別⚔技能別、複合的教材について学ぶ。

事前：どんな教材があるか
事後：資料の整理と復習

発表・質疑応答・
話し合い90分

12 ｢日本語教育の参照࿮」ং論：行動中心アプローチとCan do、CEFR
｢日本語教育の参照࿮」における言語教育観、日本能力観について学ぶ。

事前：参照࿮を読む
事後：資料の整理と復習

発表・質疑応答・
話し合い90分

13 ｢日本語教育の参照࿮」における言語熟達度に関する⚒つの指標：「全体的なई度」と
｢言語活動別の熟達度」について学ぶ

事前：参照࿮を読む
事後：資料の整理と復習

発表・質疑応答・
話し合い90分

14 多文化共生〈地域における共生〉⚑ 日本語教育推進法と関連する国の施策
地方公共団体の施策例（神ಸ川県愛川町）

事前：推進法を読む
事後：資料の整理と復習

発表・質疑応答・
話し合い90分

15 多文化共生〈地域における共生〉⚒
自分が住んでいる地域の多文化共生の取り組みを調べて報告する。

事前：取り組みの調査
事後：初級の教え方の確認

講義30分
話し合い60分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語教育方法論Ⅱ(Methodology of Teaching Japanese as a Second Language Ⅱ） 科目分類 日本語教員科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 日本語教授法、日本語教育方法論Ⅰが履修済であることを৚݅とする。

そ の 他 日本語教員ཆ成課程履修者

授業概要：
日本語を外国語として教える具体的な方法を学ぶ。「日本語教育方法論Ⅰ」の次の段階という位置づけで、より多くの教室活動を知り、模擬授業を行って

教えることに慣れる。また、次の「日本語教育実習指導」で学ぶ「日本語教育の参照࿮」への導入として、その言語教育観と、地域における多文化共生・
日本語教育の取り組みについて学ぶ。
授業目標：日本語を外国語として教える方法を学ぶ。具体的には、
⚑．初級中期の学習項目の分析ができる。効果的な活動を取り入れた教案を書くことができる。
⚒．模擬的な教授活動をスムーズに行うことができる。
⚓．「日本語教育の参照࿮」の言語教育観と、地域における多文化共生・日本語教育の取り組みについて理解する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
『みんなの日本語初級Ⅰ 第⚒版 本（2012）『࡭スリーエーネットワーク ￥2,750
「日本語教育の参照࿮」報告（2021）文化৹議会国語分科会
その他、授業で伝える。

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（25％）、学習項目の一覧・教案の提出と発表（25％）、模擬授業と自己評価表の提出（25％）、話し合い参加度とコメント表の提出等（25％）

で総合評価する。

学生へのアドバイス：
事前・事後の課題（授業外での課題）が多くなります。模擬授業担当者は、周到な準備とリハーサルを行ってから参加してください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
プリントを配付する。

参考文献：
「ւ外日本語教育機関調査」国際交流基ۚ 「日本語教育実態調査」文化庁
『新・日本語教育を学ぶ なぜ、なにを、どう教えるか 』遠藤織ࢬほか（2020）三修社

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（10％）、小テスト・レポート等（30％）、学期末レポート（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
自分が今までに受けてきた外国語の授業、あるいは自分の外国語学習と照らし合わせながら、日本語を外国語として教えるということを考えてみると、

興味がもてるでしょう。なお、事前学習については、その都度指示・確認します。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 イントロダクション 日本語教育の現状 ⑴ ւ外編について学ぶ
・概況的な統計 ・各国の日本語教育

事前：シラバスを読んでくる
事後：ノート・資料の整理と復習

講義70分
演習20分

2 日本語教育の現状 ⑵ 国内編について学ぶ ・概況的な統計 ・受け入れ政策
・年少者、生活者、難民への日本語教育 ・在留外国人施策

事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習

講義70分
演習20分

3 日本語教育の歴史について学ぶ ⑴ ・時代区分 ・「日本語学習」期(19Ｃ末まで) ・「国語
(日本語)教育」期(20Ｃ初～1945年)

事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習

講義70分
演習20分

4 日本語教育の歴史について学ぶ ⑵
・「日本語教育」期(1945～現在) ・各時期の言語政策

事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習

講義70分
演習20分

5 外国語教授法 ⑴ 文法に重点をおいた教授法について学ぶ
・文法຋༁法 ・構造言語学の理論に基づいた教授法 ・直接法

事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習

講義70分
演習20分

6 外国語教授法 ⑵ コミュニケーションに重点をおいた教授法について学ぶ
・コミュニカティブ・アプローチ ・アクティビティのいろいろ

事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習

講義70分
演習20分

7 外国語教授法 ⑶ 心理学や認知学習理論に基づいた教授法について学ぶ
・学習者の情意的側面 ・学習者が考え、学んでいく日本語教育

事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習

講義70分
演習20分

8 コースデザインとシラバスについて学ぶ
・コースデザインで行うこと ・シラバスの種類と組み合わせ

事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習

講義70分
演習20分

9 日本語教育における評価法について学ぶ ⑴
・評価の目的、対象、種類 ・結果の分析

事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習

講義70分
演習20分

10 日本語教育における評価法について学ぶ ⑵ ・テストの作成と結果の分析
・パフォーマンステストを評価する ・コンピューターを使ったテスト

事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習

講義70分
演習20分

11 第二言語習得論について学ぶ ⑴ ・第二言語習得研究とは
①行動主義的見解 ②生得的見解 ③第二言語習得 用分析ޡ④

事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習

講義70分
演習20分

12 第二言語習得論について学ぶ ⑵ 第二言語習得に対するさまざまな見解
⑤中間言語の発達 ⑥第一言語の影響 ⑦モニター理論

事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習

講義70分
演習20分

13 第二言語習得論について学ぶ ⑶ 第二言語習得に対するさまざまな見解
⑧インターアクション(相互交流)的な見解 ⑨認知主義的な見解

事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習

講義70分
演習20分

14 第二言語習得論について学ぶ ⑷ ・教室での指導 インプット重視の指導、言語形式にয点
を当てる指導 ・学習差の個人差要因

事前：配付資料の熟読
事後：ノート・資料の整理と復習

講義70分
演習20分

15 学習ストラテジーについて学ぶ 事前：質問・確認事項のચい出し
事後：レポートの作成

講義70分
演習20分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本語教授法（Japanese�Language Pedagogy） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 澤田 ൕಸ美

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
グローバル化の進展により人やモノのҠ動が੝んになる中で、どのような人たちがどのような日本語を必要としているのか。また、日本語でのコミュニ

ケーション実現のために、外国語としての日本語をどのように伝えていったらいいのか。このようなことを学ぶ。

授業目標：
⚑．日本語を外国語として教える「日本語教育」に関して、基本的な知識を身につける。
⚒．日本語教育についていくつかの側面から考えることができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
野田ঘ史ほか『日本語を分析するレッスン』大修館書店 ￥1,650

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（50％）、提出物（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
身近な日本語について考え、意見交׵をしましょう。異なった意見が出たときの対処のしかたも考えましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
これまで日本語学の各分野で学んだことを振り返る

事前：シラバスを読む
事後：学習内容の整理 話し合いと発表

2 ⚑．「しりとり」にひそむ問題 ①
፠音や長音で終わることばの場合や、⚑つのことばとして認められるかについて考える

事前：資料に目を通す
事後：学習内容の整理 話し合いと発表

3 ⚑．「しりとり」にひそむ問題 ②
しりとりの作戦や、固有名詞や略語などは認められるかについて考える

事前：資料に目を通す
事後：学習内容の整理 話し合いと発表

4 ⚒．「ことばの意味」の諸相 ①
類義語や多義語について考える。

事前：資料に目を通す
事後：学習内容の整理 話し合いと発表

5 ⚒．「ことばの意味」の諸相 ②
複合語の意味や語用論的意味について考える

事前：資料に目を通す
事後：学習内容の整理 話し合いと発表

6 ⚓．「若者ことば」の特徴 ①
略語や程度を表すことばについて考える

事前：資料に目を通す
事後：学習内容の整理 話し合いと発表

7 ⚓．「若者ことば」の特徴 ②
あいまい表現や語形について考える

事前：資料に目を通す
事後：学習内容の整理 話し合いと発表

8 ⚔．「和語・漢語・外来語」 語種（単語の出身地）①
語種の区別や使い分けについて考える

事前：資料に目を通す
事後：学習内容の整理 話し合いと発表

9 ⚔．「和語・漢語・外来語」 語種（単語の出身地）②
外来語について考える

事前：資料に目を通す
事後：学習内容の整理 話し合いと発表

10 ⚕．「会話の意図が伝わらない」のはなぜか ①
意図しないことが伝わる場合や、客の心をつかむには、について考える

事前：資料に目を通す
事後：学習内容の整理 話し合いと発表

11 ⚕．「会話の意図が伝わらない」のはなぜか ②
印象のよしあしや、会話がうまくいく方法について考える

事前：資料に目を通す
事後：学習内容の整理 話し合いと発表

12 ⚖．「音声と文字の対応」言われてみれば…… ①
音声と文字のඇ対応について考える

事前：資料に目を通す
事後：学習内容の整理 話し合いと発表

13 ⚖．「音声と文字の対応」言われてみれば…… ②
外来語や助数詞の音と表記について考える

事前：資料に目を通す
事後：学習内容の整理 話し合いと発表

14 ⚗．「ことば遊び」は何がおもしろいのか ①
シャレや早口ことばについて考える

事前：資料に目を通す
事後：学習内容の整理 話し合いと発表

15 ⚗．「ことば遊び」は何がおもしろいのか ②
ことばのなぞなぞや、回文について考える

事前：資料に目を通す
事後：学習内容の振り返り 話し合いと発表

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 日本語講ಡ（Japanese 3eading） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 日本語概論、日本語学（文法）、日本語学（Ի੠・Իӆ）

そ の 他 （上記科目を履修していなくても履修できます）

授業概要：
さまざまな日本語を材料にして、日本語の仕組みを考える。これまで日本語について学んできたことを生かしながら、自ら考え、他の人の意見を聞いて、

考えを発展させ、解決案を見いだしていく。

授業目標：
⚑．日本語の用例を、言語学的に分析することができる。
⚒．自分の考えを述べ、他の人の意見を聞き、考えをまとめることができる。
⚓．意見・考えを、明շ・؆ܿにわかりやすく述べることができる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
岡㟒༑子ほか（2016）『ワークブック 日本語の歴史』くろしお出版 ￥1,650

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、提出物等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
昔の人たちは、どんな日本語を使っていたのでしょうか。古代から現代までの日本語の変遷を扱います。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 日本語史の時代区分を知る。 事前：シラバスを読んでくる
事後：時代区分の確認

オリ 30分、講義 40分、
プリント記入 20分

2 文章・文体史①（上代・中古） 上代・中古の日本語資料の文章・文体について知
る。

事前：なし
事後：配付資料の整理と復習

講義 50～60分、
プリント記入 30～40分

3 文章・文体史②（中世・近世）：中世の日本語資料の文章・文体について知る。 事前：配付資料に目を通す
事後：配付資料の整理と復習

講義 50～60分、
プリント記入 30～40分

4 文章・文体史③（近代）：近世・近代の日本語資料の文章・文体について知る。 事前：配付資料に目を通す
事後：配付資料の整理と復習

講義 50～60分、
プリント記入 30～40分

5 文字史①（上代）：ສ葉仮名のしくみについて知る。 事前：日本語の文字について
事後：配付資料の整理と復習

講義 50～60分、
プリント記入 30～40分

6 文字史②（中古以߱）：ひらがな・カタカナの成立、仮名遣いの変遷、文字に関す
る政策について知る。

事前：配付資料に目を通す
事後：配付資料の整理と復習

講義 50～60分、
プリント記入 30～40分

7 語彙史①（上代・中古）：上代・中古の日本語資料の語彙について知る。 事前：語彙史とは
事後：配付資料の整理と復習

講義 50～60分、
プリント記入 30～40分

8 語彙史②（中世・近世・近代）：中世・近世・近代の日本語資料の語彙について知
る。

事前：配付資料に目を通す
事後：配付資料の整理と復習

講義 50～60分、
プリント記入 30～40分

9 文法史①（体言、用言－動詞）：代名詞、動詞の活用の種類・各活用形の用法の変
遷について知る。

事前：古代の動詞の活用について
事後：配付資料の整理と復習

講義 50～60分、
プリント記入 30～40分

10 文法史②（用言－形容詞・形容動詞）：形容詞・形容動詞の活用の種類や、各活用
形の用法の変遷について知る。

事前：配付資料に目を通す
事後：配付資料の整理と復習

講義 50～60分、
プリント記入 30～40分

11 文法史③（助動詞・助詞）：助動詞・助詞の変遷について知る。 事前：配付資料に目を通す
事後：配付資料の整理と復習

講義 50～60分、
プリント記入 30～40分

12 音韻史①（上代・中古）：上代・中古の日本語の音韻について知る。 事前：なし
事後：配付資料の整理と復習

講義 50～60分、
プリント記入 30～40分

13 音韻史②（中世・近世・近代）：中世・近世・近代の日本語の音韻について知る。 事前：配付資料に目を通す
事後：配付資料の整理と復習

講義 50～60分、
プリント記入 30～40分

14 近現代語の成立 事前：昔の日本語のࣙ書について
事後：配付資料の整理と復習

講義 50～60分、
プリント記入 30～40分

15 ࣙ書の歴史を知り、現代のࣙ書と比較する。
まとめ

事前：質問・確認事項のચい出し
事後：レポート作成 質疑応答

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本語史（)istory of Japanese Language） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 松浦 恵津子

履 修 条 件
前提科目 日本語概論

そ の 他 なし

授業概要：
文章・文体、文字表記、音韻、語彙、文法の各領域について、現代の日本語が、古代からどのような変遷を経て成立したのかを概観する。各時代の資料

から、当時の日本語の姿をよみとる。

授業目標：
⚑．現代日本語がどのような過程を経て成立したのかを理解する。
⚒．中学校・高等学校国語教員志望者、日本語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料を配布するので、教科書は指定しません。

参考文献：
適宜、指示します。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（40％）、授業中の課題、定期試験（60％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
自分も相手も大切にする表現方法を学んでください。

オフィスアワー：
初回の授業で教えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：「見る」とは何か 講義 90分

2 ｢見る」とは何か ① 事前：「見る」とは何か
事後：「見る」を理解する

講義 60分
グループワーク 30分

3 ｢見る」とは何か ② 事前：「見る」を理解する
事後：「見る」を理解する

講義 30分
グループワーク 60分

4 言葉とは何か 事前：「言葉」とは何か
事後：「言葉」を理解する

講義 60分
グループワーク 30分

5 自分の気持ちを相手に伝える ① 事前：「伝える」とは何か
事後：「伝える」を表現する

講義 60分
グループワーク 30分

6 自分の気持ちを相手に伝える ② 事前：「伝える」を表現する
事後：「伝える」を表現する

講義 30分
グループワーク 60分

7 テーマとストーリー ① 事前：テーマを考える
事後：ストーリーを考える

講義 30分
グループワーク 60分

8 テーマとストーリー ② 事前：ストーリーを作る
事後：ストーリーを作る

講義 30分
グループワーク 60分

9 テーマとストーリー ③ 事前：ストーリーを作る
事後：ストーリーを作る

講義 30分
グループワーク 60分

10 ストーリーと構成 事前：構成とは何か
事後：構成を考える

講義 50分
グループワーク 40分

11 資料の作成 事前：資料とは何か
事後：資料の作成をする

講義 50分
グループワーク 40分

12 プレゼンテーション実践 ① 事前：プレゼンテーション
事後：ストーリーと資料作成

プレゼンテーション
90分

13 プレゼンテーション実践 ② 事前：プレゼンテーション
事後：ストーリーと資料作成

プレゼンテーション
90分

14 プレゼンテーション実践 ③ 事前：プレゼンテーション
事後：ストーリーと資料作成

プレゼンテーション
90分

15 まとめ 事前：実践の総括
事後：実践の総括 講義 90分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本語ϓレθンテーγϣン（Presentation in Japanese） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 石Ҫ みͲΓ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
社会のさまざまな場面でプレゼンテーションの機会があり、コミュニケーションの大切な手段の一つとなっています。授業では、プレゼンテーションを

効果的に実践できるよう、基礎を指導し、さまざまな課題に取り組みます。

授業目標：
日本語表現とコミュニケーション能力の向上を目指します。自分の考え方を的確に相手に伝える表現を学び、プレゼンテーションの基礎を身につけるこ

とを目的とします。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
初回の授業で教えます。

参考文献：
「詳説 日本史研究」山川出版社

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（40％）、授業中の課題、定期試験（60％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
文字だけで判断するのではなく、歴史の本質を理解するよう心がけてください。

オフィスアワー：
初回の授業で教えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：ೄ文時代 講義90分

2 文字のない時代 事前：ೄ文時代
事後：ೄ文時代 講義90分

3 ൰໻ݺとअ馬୆国 事前：ೄ文・໻生・古෿時代
事後：໻生・古෿時代 講義90分

4 ੟徳太子と十ࣣ条憲法 事前：ඈௗ時代
事後：ඈௗ時代 講義90分

5 貴族の生活と国෩文化 事前：ಸ良時代
事後：平安時代 講義90分

6 平ਗ਼੝と日૙๵қ 事前：平安時代
事後：平安時代後期 講義90分

7 源པேと義経 事前：平安時代後期
事後：ח૔時代 講義90分

8 織田信長と下Ⴅ上の時代 事前：南北ே・室町時代
事後：室町・安土౧山時代 講義90分

9 豊ਉल吉とே઱出ฌ 事前：安土౧山時代
事後：安土౧山時代 講義90分

10 江ށນ෎の成立と島原のཚ 事前：江ށ時代前期
事後：江ށ時代前期 講義90分

11 開国とນ末の動ཚ 事前：江ށ時代中期
事後：江ށ時代後期 講義90分

12 明治ҡ新と文明開化 事前：江ށ時代後期
事後：明治時代 講義90分

13 戦争の近代 ① 第一次世界大戦とドイツ人ัྂ 事前：明治時代
事後：明治・大正時代 講義90分

14 戦争の近代 ② 第二次世界大戦の背景にあるもの 事前：明治・大正・昭和時代
事後：昭和時代 講義90分

15 まとめ 事前：通史の総括
事後：通史の総括 講義90分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本史（)istory of Japan） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 石Ҫ みͲΓ・増田 裕彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
国際化が進む一方で、日本の歴史と文化を理解する必要性は、ますます高まっています。本講義では、当時の政治、経済、文化をふりかえりながら、そ

の時代に生きた人々がどのような考えをもっていたのか理解を深めていきます。

授業目標：
原始から近現代にかけて、日本史の基礎知識を習得し、理解する力を養うことを目的としています。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
特になし。ほぼ毎回資料プリントを配布する。

参考文献：
講義ごとに示す。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（40％）、定期試験（40％）等で総合評価する。⚓回以上の欠席の場合は、公欠等にかかわらず課題を課

す。
学生へのアドバイス：

毎回配布する資料プリントで復習すること。小テスト、定期試験はそのプリントから出題する。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1
ガイダンス 授業の進め方の説明。歴史学研究の方法と日本の歴史はどの
ように判明してきたのか。そのエビデンスとしての考古資料、古文書等に
ついて

事前：高校日本史教科書を読んでおく。
事後：配付資料の内容確認 講義(90 分)

2 旧石器時代～ೄ文時代のはじまり 日本ྻ島に人間がやってきた頃とその
後について、Ҩ੻、Ҩ物から

事前：講義の時代について年代・概要を調べる
事後：配付資料の内容確認 講義(90 分)

3 ೄ文時代 Ҩ੻、Ҩ物から見る世界的にも希な自然との共生を果たしたೄ
文時代の฻らしについて

事前：講義の時代について年代・概要を調べる
事後：配付資料の内容確認 講義(90 分)

4 ໻生時代 稲作の拡大、ۚ属器の使用についての意味と国家の成立。൰໻
の生きた時代とはݺ

事前：講義の時代について年代・概要を調べる
事後：配付資料の内容確認 講義(90 分)

5 古෿時代 様々な古෿津築造の意味。大཮からの文化の流入 事前：講義の時代について年代・概要を調べる
事後：配付資料の内容確認

講義(70 分)、
小テスト(20 分)

6 ඈௗ時代 ෹教の受容とே઱半島、中国Ԧேとの交流について 事前：講義の時代について年代・概要を調べる
事後：配付資料の内容確認 講義(90 分)

7 ಸ良時代・平安時代 遣౜使と中国文化の導入。 貴族の生活と૳Ԃ 一般
の人々の฻らし

事前：講義の時代について年代・概要を調べる
事後：配付資料の内容確認 講義(90 分)

8 武家政権の誕生と展開 平氏政権から源པேのח૔ນ෎成立 ேఊとח૔
ນ෎の関係 元ሓの持つ意味

事前：講義の時代について年代・概要を調べる
事後：配付資料の内容確認

講義(70 分)、
小テスト(20 分)

9 室町時代 南北ேの動ཚと室町ນ෎の成立。関౦から始まった戦国時代
࿧ሓの展開と日明๵қ

事前：講義の時代について年代・概要を調べる
事後：配付資料の内容確認

講義(70 分)、
小テスト(20 分)

10 安土・౧山時代 戦国大名の争いと、織田信長そして豊ਉल吉の೼権。మ๒
とキリスト教の伝来

事前：講義の時代について年代・概要を調べる
事後：配付資料の内容確認

講義(70 分)、
小テスト(20 分)

11 江ށນ෎の成立と都市 江ށのインフラ整備と発展 事前：講義の時代について年代・概要を調べる
事後：配付資料の内容確認

講義(70 分)、
小テスト(20 分)

12 江ށ時代の社会、生活と文化 技術ֵ新とւ外からの文化、技術の相互交
流について。レポートの指示

事前：講義の時代について年代・概要を調べる
事後：配付資料の内容確認 講義(90 分)

13 江ށ時代のւ外交流 ಃ࣓器や࣫器、和服などの輸出と、生活文化への相
互影響について

事前：講義の時代について年代・概要を調べる
事後：配付資料の内容確認

講義(70 分)、
小テスト(20 分)

14 ນ末の動ཚから明治政෎誕生 ペリー来ߤからນ末動ཚ、そして江ށ開৓、
ฺୢ戦争。西南の役

事前：講義の時代について年代・概要を調べる
事後：配付資料の内容確認 講義(90 分)

15 まとめ 全体をవめる講義。レポートの概要について発表 事前：レポートの準備と発表準備
事後：レポートの準備

講義(40 分)・
演習(50 分)

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本史（)istory of Japan） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 小林 克

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
最初に、高校まで学んできた日本の歴史はどのような史料の調査、研究により明らかにされてきたのかを明らかにする。その上で、日本の歴史の様々な

変ֵ期について、その原因と過程、結果について史・資料を示し分かりやすく説明。そして現代に近づくにつれ、今の我々の国や社会の仕組、฻らし、文
化のあり方が、どのような形で変容してきたのかを示し、自分たちの問題として考える。
授業目標：

日本の歴史が明らかにされた背景には古文書史料、考古資料等の存在があることを学ぶ。日本史が世界史と連動していることを学び、歴史を知ることが、
今後の人生や様々な活動での判断の基になることを理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
の本に沿った講義ではなく、テキストはないが、参考書のいずれ࡭⚑

かを入手すること。ほぼ毎回、資料を配付する。

参考文献：
『大学でまなぶ日本の歴史』木村ໜ光ほか編著 吉川弘文館、2016
『新もういちど読む 山川日本史』ޒ味文彦、ௗւ༃編著、山川出版社、2017

成績評価の方法、評価基準：
平常点(授業中の発言、多くの回で実施する小テスト)40％、レポート(⚒回程度)20％、試験40％等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
事前に高校等の日本史の教科書に目を通しておくこと。日本史の授業では、҉記は必要ない。自分でどのように調べて、それをవめるかの力を付けて欲

しい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1
ガイダンス。授業の進め方と評価方法等の説明。日本史は古代以߱、歴史書が編ࢊされ
続けてきた。近代以߱、いつからどのように研究され、教科書の記述がなされているの
かについて。

事前：高校等の日本史の教科書を事
前に通読する。

事後：配布資料等の復習
講義(70分)
演習(20分)

2
日本史研究の方法。時代区分の意味と世界史研究との関係について。౦アジアの歴史
と日本の歴史の連動について。研究の根拠となる文献史料や考古資料、ֆ画資料、建築
史料等について。

事前：参考本の時代区分について確
認する。

事後：配布資料等の復習
講義(70分)
演習(20分)

3 原始⑴。旧石器時代 世界の人類のҠ動と日本ྻ島到達。石器文化の変遷。旧石器時代
のҨ੻からみた人々の฻らし。

事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
小テスト(30分)

4 原始⑵。ೄ文時代 気ީ変動と土器作りの開始。土器研究から分かった時期区分の意
味。三内ؙ山Ҩ੻にみる定住もある特徴的なೄ文時代の฻らし。

事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(70分)
演習(20分)

5 原始⑶。໻生文化の広がりと稲作。ೄ文時代൩期の様相と໻生時代の始まり。横඿で見
つかった໻生時代の集落とุ域。

事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
小テスト(30分)

6 原始⑷。໻生～古෿時代 国の成立と෿ٰุ、そして古෿へ。൰໻ݺとअ馬୆国はどこ
に(వ向Ҩ੻、ṟุ古෿等を取り上げる)

事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
演習(30分)

7 原始⑸。前方後ԁ෿と大和ேఊ。古෿時代と古෿と様々な技術の伝来について。 事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
小テスト(30分)

8 古代⑴。ඈௗ時代の日本とே઱半島、౦アジア。ਗਃのཚとఱ武ఱߖの業績。 事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
演習(30分)

9 古代⑵。ಸ良時代の政治と文化。遣ᡬ使と遣౜使がもたらした文化や制度。 事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
小テスト(30分)

10 古代⑶。੟武ఱߖと光明޳ߖ。෹教の拡大と正૔Ӄについて。 事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
演習(30分)

11 古代⑷。平安時代。貴族の政治と文化。ੁ原道真とӄ陽師。૳Ԃと武士の発生と୆頭。 事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
演習(30分)

12 古代⑸。発۷調査からわかったಸ良・平安時代における関౦での人々の生活と文化。 事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
演習(30分)

13 古代～中世。平安時代後期の戦ཚ。平ਗ਼੝と源པே。 事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
小テスト(30分)

14 原始・古代全体のవめ。試験。 事前：⚑回からの配付資料の復習
事後：試験結果の確認

講義(20分)
テスト(70分)

15 原始・古代全体の振り返り。試験結果の分析と大切な点。 事前：授業全体の振り返り
事後：試験結果の分析と࠶確認

講義(45分)
演習(45分)

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本史概論Ⅰ（)istory of JapanⅠ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 小林 克

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
最初に、教科書に記載された日本の歴史がどのような史料の調査、研究により分かってきたのかを知る。日本の歴史の大きな流れと時代区分を理解し、

原始・古代から中世初期Ἤの日本史について学ぶ。具体的には各時代の概要を確認した上で様々な視点からの個別的事例を取り上げ、歴史の調査・研究事
例を具体的に示す。
授業目標：

日本の歴史が明らかにされた背景には古文書史料、考古資料、他の存在があることを学ぶ。日本の歴史が౦アジア史と連動していることを知り、中世初
期までの日本史の流れを理解する。その上で、歴史は「҉記」するものではなく、「考える」事が重要な点だと確認する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1

ガイダンス。授業の進め方と評価方法等の説明。地域史と日本史の関係性について。日
本史研究の方法。時代区分の意味と世界史研究との関係について。౦アジア、世界の歴
史と日本の歴史の連動について。研究の根拠となる文献史料や考古資料、ֆ画資料、建
築史料等について。

事前：高校世界史等の教科書を通読
する。

事後：配布資料等の復習

講義(70分)
演習(20分)

2 。૔ນ෎の成立と政治体制。源པேと北条氏。北条ହ時と承久のཚח
事前：参考本の時代区分について確

認する。
事後：配布資料等の復習

講義(70分)
演習(20分)

3 ໤古ऻ来と当時の౦アジア。ւఈ発۷で明らかになった事実と「໤古ऻ来ֆ詞」成立の
背景。

事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
小テスト(30分)

4 室町ນ෎の成立と南北ேの動ཚ 不۶の後୉ޣఱߖ。日明๵қと࿧ሓ。足利義ຬ。 事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(70分)
演習(20分)

5 室町時代 伊勢と品川の関係と関౦地方の戦国時代へ。太田道ᕲの活༂。 事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
小テスト(30分)

6 戦国時代 織田信長のఱ下統一と安土৓。日本とヨーロッパの出会い。 事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
演習(30分)

7 江ށ時代 徳川家康とキリスト教。江ށ時代初期のւ外との交流。 事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
小テスト(30分)

8 江ށの都市インフラの整備と฻らし。 事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
演習(30分)

9 江ށと大ࡕ。঎品流通の発達。都市の生活文化の様子。 事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
小テスト(30分)

10 ນ末の動ཚと明治ҡ新。日ਗ਼・日࿐戦争と౦アジア情勢 ୆࿷、ே઱半島の領有。 事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
演習(30分)

11 第⚑次世界大戦から第⚒次世界大戦へ 関౦大震災、大౦ژの成立から戦時体制へ、
第⚒次世界大戦へ。

事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
演習(30分)

12 連合国による日本઎領とே઱戦争。中՚人民共和国の成立。 事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
演習(30分)

13 サンフランシスコ講和からಠ立回復。高度成長と生活ֵ命。その光と影。 事前：参考文献の当該時代を通読
事後：配布資料等の復習

講義(60分)
小テスト(30分)

14 中世～現代のまとめ。試験。 事前：⚑回からの配付資料の復習
事後：試験結果の確認

講義(20分)
テスト(70分)

15 日本史全体の振り返りと試験結果の分析。 事前：授業全体の振り返り
事後：試験結果の分析と࠶確認

講義(45分)
演習(45分)

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本史概論Ⅱ（)istory of JapanⅡ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 小林 克

履 修 条 件
前提科目 日本史概論Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
具体的な史料の調査、研究によって分かってきた日本の歴史の大きな流れと時代区分を理解し、中世から現代までの日本史について学ぶ。具体的には各

時代の概要を確認した上で、歴史の調査・研究事例を具体的に示し、何回かは学生同士で意見を述べて議論する。
授業目標：

日本の歴史が明らかにされた背景には古文書史料他の存在があることを学ぶ。日本の歴史が世界史と連動していることを知り、中世から現代までの日本
史の流れを理解する。その上で、歴史は「҉記」ではなく「考える」ものであることを、何回か議論することを通じ体験的に学ぶ。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
の本に沿った講義ではなく、テキストはないが、参考書のいずれ࡭⚑

かを入手すること。ほぼ毎回、資料を配付する。

参考文献：
『大学でまなぶ日本の歴史』木村ໜ光ほか編著 吉川弘文館、2016
『新もういちど読む 山川日本史』ޒ味文彦、ௗւ༃編著、山川出版社、2017

成績評価の方法、評価基準：
平常点(授業中の発言、多くの回で実施する小テスト)40％、レポート(⚒回程度)20％、試験40％等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
事前に高校等の日本史、世界史の教科書に目を通しておくこと。日本史の授業では、҉記は必要ない。自分でどのように調べて、それをవめるかの力を

付けて欲しい。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。
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教本：
なし。プリント配布。

参考文献：
授業時に指示する。

⚑．『日本෩俗史事典』日本෩俗史学会編 弘文堂 竹内੣編著
⚒．『江ށ文化の見方』（֯川選書）֯川学芸出版 2010年 竹内੣編著

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
発表とレポ－ト（50％）・期末試験（50％）。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
木曜日昼休み。総合研究センター（⚓߸館⚗階、3716）

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス ෩俗とは。日本෩俗の流れを学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 （通史）෩俗学と෩俗史について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 （古代）古代人の生活について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 （古代）古代人の産業について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 （中古）平安時代の生活について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 （中古）平安時代の信ڼ、ӄ陽師と加持ف౲について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 （中世）ષとその文化について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 （近世）近世の෩俗とւ外との交流について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 近現代における日本の෩俗（ҥ৯住の展開）について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 近代日本における෩俗について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 ෩俗の伝統とモダニズムについて学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 総括 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本෩ଏ史（Japanese )istory of Manners and Customs） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
⚑．෩俗学とはなにかを理解する。
⚒．෩俗の歴史について、特に日本の෩俗史について共に学び、考える。
⚓．「෩俗」に関して主体的に考える力を養う。
授業目標：

日本の෩俗の成り立ちやその基本的なҥ৯住を理解し、また、日本の෩俗文化や政治とどのような相互関係にあったかについて理解を深めることを目標
とする。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。プリント配布。

参考文献：
授業時に指示する。

『日本෩俗史事典』弘文堂
『日本民俗学大ࣙ典』吉川弘文館

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、コメント・カード（30％）・発表内容・問題に対する習熟度（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席しないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス ෩俗とは。日本の෩俗の流れを学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 織物と染色・ҥの෩俗を学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

3 かぶりもの・ҥの෩俗を学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

4 年中行事の中の৯・৯の෩俗を学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

5 住まいの෩俗・住の෩俗を学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

6 山の฻らしを学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

7 ւの฻らしを学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

8 町の฻らしを学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

9 職人の世界を学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

10 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

11 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

12 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

13 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

14 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

15 まとめ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本෩ଏ史（Japanese )istory of Manners and Customs） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 伊藤 高雄

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
⚑．෩俗学とは何かを理解する。
⚒．෩俗の歴史について、特に日本の෩俗について共に学び、考える。
⚓．「෩俗」に関して主体的に考える力を養う。
授業目標：

日本の෩俗の成り立ちやその基本的にあるҥ৯住を理解し、日本の෩俗文化が時代の政治といかなる関係あったかについて、理解を深めることを目標と
する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料を配布するので、教科書は指定しません。

参考文献：
適宜、指示します。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（40％）授業中の課題、定期試験（60％）等で総合評価します。

学生へのアドバイス：
文字だけで判断するのではなく、日本文化の本質を理解するよう心がけてください。

オフィスアワー：
初回の授業で教えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：日本文化とは何か 講義 90分

2 日本人の名前と名前の由来 事前：名前の由来について
事後：名前の文化

講義 50分
発表40分

3 おいしさを感じるオノマトペ 事前：オノマトペについて
事後：オノマトペの文化

講義 40分
グループワーク 50分

4 「฼の日」と「෕の日」 ① 「฼の日」のマーケティング 事前：「฼の日」について
事後：「฼の日」の歴史と文化

講義 40分
グループワーク 50分

5 「฼の日」と「෕の日」 ② 「෕の日」のマーケティング 事前：「෕の日」について
事後：「෕の日」の歴史と文化

講義 40分
グループワーク 50分

6 音楽とは何か 事前：音楽を聴く
事後：音と音楽の文化

講義 50分
ディスカッション 40分

7 家族と家庭料理 事前：大学生の家庭料理
事後：家庭料理の歴史と文化

講義60分
ディスカッション 30分

8 水の文化 事前：水について
事後：水の文化

講義 60分
グループワーク 30分

9 時の記念日 事前：時間の使い方について
事後：時と時間の違い

講義 60分
ディスカッション 30分

10 クールジャパン ① アニメ ອ画 ήーム 事前：アニメ、ອ画、ήーム
事後：アニメ、ອ画、ήーム

講義 30分
グループワーク 60分

11 クールジャパン ② アニメ ອ画 ήーム 事前：アニメ、ອ画、ήーム
事後：クールジャパンの文化

講義 30分
グループワーク 60分

12 大学生の「日本文化」を理解する ① 事前：若者世代論
事後：若者世代論

講義 30分
発表 60分

13 大学生の「日本文化」を理解する ② 事前：若者世代論
事後：若者世代論

講義 30分
発表 60分

14 大学生の「日本文化」を理解する ③ 事前：若者世代論
事後：若者世代論

講義 30分
発表60分

15 まとめ 事前：日本文化とは何か
事後：大学生の「日本文化」 講義 90分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 �� 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 日本文化概論（Introduction to Japanese Culture） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 石Ҫ みͲΓ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
おもに近現代の歴史をふりかえり、身近な話題をとりあげながら、日本人の心の一端を模索していきます。授業ではグループワークやディスカッション、

プレゼンテーションを取り入れて、理解を深められるようにしています。

授業目標：
日本人の心はどのように形成されてきたのでしょうか。日本人の心を探求する上で、日本文化を理解することは欠かせません。日本文化の知識を習得し、

その背景にあるものは何か、理解を深めることを目的としています。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式



378

教本：
使用しません

参考文献：
授業内で紹介する。たくさん読んでください。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業内容への参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（10％）、定期試験（70％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
私たちがいかに常識や良識にとらわれているか、心を真っ白にする౒力をしてみましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ԭೄ文化の範囲 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

2 ԭೄ文化のステレオタイプと実際 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

3 ԭೄ文化のステレオタイプと実際⚒ 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

4 文化人類学からみたԭೄ文化 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

5 ԭೄの社会と文化 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

6 ԭೄの社会と文化⚒ 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

7 始૆求心的文化 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

8 始૆求心的文化の現代版 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

9 民俗文化の創造 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

10 ԭೄ文化と「境界」 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

11 ૆ྶ観と他界観 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

12 〈ニライカナイ〉の発想 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

13 ԭೄと防Ӵ問題 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

14 ԭೄはパラダイスか 事前：なし
事後：授業資料 講義 90分

15 まとめと復習 事前：なし
事後：なし 講義 90分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文化研究（Japanese Culture Studies） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 安倍 宰

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
この授業の目的は、ともすれば観光やエキκチシズムにのみ目の回りがちなԭೄ文化を当事者の視点から捉えてみることです。օさんのほとんどが「遊

びに行くところ」と考えているかもしれません。しかし、当地の生活実感から生活世界を考えるなら、本土ともඍົに異なる世界が出現します。多方面か
ら考えてみましょう。
授業目標：

ώトが身体を通じて、どのように「世界」と関わっているのかを考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



379

教本：
なし。プリント配布。

参考文献：
授業時に指示する。

⚑．『日本෩俗史事典』日本෩俗史学会編 弘文堂 竹内੣編著
⚒．『江ށ文化の見方』（֯川選書）֯川学芸出版 2010年 竹内੣編著

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
発表とレポ－ト（50％）・期末試験（50％）。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席しないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
木曜日昼休み。総合研究センター（⚓߸館⚗階、3716）

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス ෩俗とは。日本෩俗の流れを学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 （通史）෩俗学と෩俗史について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 （古代）古代人の生活について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 （古代）古代人の産業について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 （中古）平安時代の生活について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 （中古）平安時代の信ڼ、ӄ陽師と加持ف౲について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 （中世）ષとその文化について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 （近世）近世の෩俗とւ外との交流について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 近現代における日本の෩俗（ҥ৯住の展開）について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 近代日本における෩俗について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 ෩俗の伝統とモダニズムについて学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 総括 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文化研究Ａ（Japanese Culture Studies A） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
⚑．෩俗学とはなにかを理解する。
⚒．෩俗の歴史について、特に日本の෩俗史について共に学び、考える。
⚓．「෩俗」に関して主体的に考える力を養う。
授業目標：

日本の෩俗の成り立ちやその基本的なҥ৯住を理解し、また、日本の෩俗文化や政治とどのような相互関係にあったかについて理解を深めることを目標
とする。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式



380

教本：
なし。プリント配布。

参考文献：
授業時に指示する。

『日本෩俗史事典』弘文堂
『日本民俗学大ࣙ典』吉川弘文館

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
発表とコメント・カード（50％）・レポート（50％）

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席しないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス ෩俗とは。日本の෩俗の流れを学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 織物と染色 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

3 かぶりもの 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

4 年中行事の中の৯ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

5 住まいの෩俗 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

6 山の฻らし 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

7 ւの฻らし 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

8 町の฻らし 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

9 職人の世界 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

10 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

11 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

12 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

13 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

14 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

15 まとめ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文化研究Ａ（Japanese Culture Studies A） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 伊藤 高雄

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
⚑．෩俗学とは何かを理解する。
⚒．෩俗の歴史について、特に日本の෩俗について共に学び、考える。
⚓．「෩俗」に関して主体的に考える力を養う。
授業目標：

日本の෩俗の成り立ちやその基本的にあるҥ৯住を理解し、日本の෩俗文化が時代の政治といかなる関係あったかについて、理解を深めることを目標と
する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。プリント配布。

参考文献：
⚑．石上ࣣḜ『日本の原点』マイナビ新書
⚒．『江ށ学事典』弘文堂

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
発表とレポ－ト（50％）・期末試験（50％）。࢔細は授業時に明示する。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
木曜日昼休み。総合研究センター（⚓߸館⚗階、3716）

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 江ށ時代の文化について概説をする。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 江ށと上方について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 江ށのҥと住まいについて学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 江ށの৯を学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 江ށのٌᰳを知る。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 。政・ఱ保の改ֵについて学ぶ׮・保ڗ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 江ށ時代の交通について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 江ށ時代の೶業について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 江ށの年中行事について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 江ށの信ڼ、෋士信ڼについて学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 江ށの信ڼ、伊勢信ڼについて学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 近世の宗教と学問 キリスト教について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 国学と国体について知る。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 江ށから明治へ、大政ไؐについて学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 総括 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文化研究Ｂ（Japanese Culture Studies B） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：（近世文化）
⚑．江ށ学とは何かを理解する。
⚒．江ށの歴史と文化について学び、考える。
⚓．「江ށ」に関して主体的に考える力を養う。
授業目標：

江ށの෩俗・生活を伝える『ֆ本江ށ෩俗ԟ来』『都෩俗化হ伝』を講読し、いわゆる「江ށ学」の出発点となる知識の整理を試みるとともに、史料収集
方法や活用方法の基礎力を養うことを目標とする。また、日本近代史を学ぶうえで重要な資料・文献などの紹介も行う。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。プリント配布。

参考文献：
『江ށ学事典』弘文堂

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（30％）、コメント・カードの提出（20％）、発表内容・問題に対する習熟度（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 江ށ時代の文化について概説する。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 江ށと上方の文化について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

3 江ށ時代のҥと住まいについて学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

4 江ށ時代の৯について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

5 江ށ時代の᰷ᰳについて学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

6 江ށ時代の災害について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

7 江ށ時代の交通について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

8 江ށ時代の生業について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

9 江ށ時代の年中行事について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

10 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

11 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

12 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

13 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

14 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

15 まとめ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文化研究Ｂ（Japanese Culture Studies B） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 伊藤 高雄

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：（近世文化）
⚑．江ށ学とは何かを理解する。
⚒．江ށの歴史と文化について学び、考える。
⚓．「江ށ」に関して主体的に考える力を養う。
授業目標：

江ށの෩俗・生活を伝えるԫ表紙やਵ筆などの資料を読み、「江ށ学」の出発点となる知識の整理をするとともに、史料の収集方法や活用方法を学び、江
。文化について語れるようにするށ

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 日本文化史（Japanese Culture） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
『古事記』に記された神話を対象として授業を行う。本文の的確な読み、解釈を行い、古代的な論理・信ڼ・習俗などを踏まえつつ、神話成立の背景や各

神話の持つ意味、伝承者の心を捉える。

授業目標：
・上代の文献を正確に読み、説明することができる。
・注釈書を比較し、適切な解釈を行うことができる。
・『古事記』の特質、研究について考察することができる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
なし、プリントを配布

参考文献：
石上ࣣḜ著『日本の原点』マイナビ新書
石上ࣣḜ著『古代伝承文芸ং説』ࡩ෨社

成績評価の方法、評価基準：到達目標に達成したかを評価する。
授業参加状況等（30％）、テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
予習・復習をして休まずに出席すること。

オフィスアワー：
木曜日昼休み。総合研究センター（⚓߸館⚗階、3716）

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 日本文学の発生、口承から書承へ 事前：シラバスを読む
事後：授業の復習、次回の予習 講義 90分

2 神とは 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 講義 90分

3 古事記の概説 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 講義 90分

4 高ఱの原はどこに 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 講義 45分、演習 45分

5 おのころ島 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 講義 45分、演習 45分

6 ఱߖの生まれ変わり 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 講義 45分、演習 45分

7 アエノコト 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 講義 45分、演習 45分

8 アマテラスのށؠӅれ（中ਉとس部） 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 講義 45分、演習 45分

9 歴代ఱߖと雄略ఱߖ 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 講義 45分、演習 45分

10 ւ幸・山幸 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 講義 45分、演習 45分

11 学生によるプレゼンテーション 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 演習 90分

12 学生によるプレゼンテーション 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 演習 90分

13 学生によるプレゼンテーション 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 演習 90分

14 学生によるプレゼンテーション 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 演習 90分

15 వめ 事前：授業内容の事前వめ
事後：వめの振り返り 講義 90分



384

教本：
なし、プリントを配布。

参考文献：
授業時に指示する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（30％）、コメントカードの提出（20％）、発表内容、問題に対する習熟度（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
いろんな文化的な事柄に積極的に興味を持ち、他人の発表にも意見を言えるようにしよう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 日本文化を考える 日本文化概説 事前：シラバスを読む
事後：授業の復習、次回の予習 講義90分

2 古代の日本文化を考えるⅠ 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 講義90分

3 古代の日本文化を考えるⅡ 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 講義90分

4 中世の日本文化を考えるⅠ 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 講義90分

5 中世の日本文化を考えるⅡ 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習

講義45分､
演習45分

6 近世の日本文化を考えるⅠ 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習

講義45分､
演習45分

7 近世の日本文化を考えるⅡ 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習

講義45分､
演習45分

8 近・現代の日本文化を考えるⅠ 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習

講義45分､
演習45分

9 近・現代の日本文化を考えるⅡ 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習

講義45分､
演習45分

10 学生の発表を行う 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 演習90分

11 学生の発表を行う 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 演習90分

12 学生の発表を行う 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 演習90分

13 学生の発表を行う 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 演習90分

14 学生の発表を行う 事前：授業内容の予習
事後：授業の復習、次回の予習 演習90分

15 まとめ 事前：授業内容の事前まとめ
事後：まとめの振り返り 演習90分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 日本文化史（Japanese Culture） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 伊藤 高雄

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本文化の全体像を見すえながら、具体的な文化事象を取り上げて、その本質を現代に位置付けたい。

授業目標：
•日本文化を時代ごとに、説明することができる。
•個別の日本文化を取り上げて説明することができる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
授業で紹介したࡀ時記を購入する。

参考文献：
授業で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（10％）、ആ۟創作（60％）、レポート「わたしのࡀ時記」（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ആ۟を楽しみ、日本文化を身につける授業です。一ॹに楽しく学びましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
ആ۟の歴史と۟会のやり方について学ぶ。

事前：ആ۟について調べる
事後：振り返りとまとめ

講義60分、グループワーク20分､
発表10分

2 ۟会（౤۟、ਗ਼記、選۟、൸講、講評）を行う。 事前：݉題の۟を作ってくる
事後：自۟に注をつける

౤۟・ਗ਼記30分､
選۟・൸講30分、講評30分

3 ۟会（౤۟、ਗ਼記、選۟、൸講、講評）を行う。 事前：݉題の۟を作ってくる
事後：自۟に注をつける

౤۟・ਗ਼記30分､
選۟・൸講30分、講評30分

4 ۟会（౤۟、ਗ਼記、選۟、൸講、講評）を行う。 事前：݉題の۟を作ってくる
事後：自۟に注をつける

౤۟・ਗ਼記30分､
選۟・൸講30分、講評30分

5 ۟会（౤۟、ਗ਼記、選۟、൸講、講評）を行う。 事前：݉題の۟を作ってくる
事後：自۟に注をつける

౤۟・ਗ਼記30分､
選۟・൸講30分、講評30分

6 世界のആ۟やࡀ時記を紹介し、ࡀ時記やق語の役割について学ぶ。 事前：資料を読んでくる
事後：振り返りとまとめ

講義40分、グループワーク30分､
発表20分

7 ۟会（౤۟、ਗ਼記、選۟、൸講、講評）を行う。 事前：݉題の۟を作ってくる
事後：自۟に注をつける

౤۟・ਗ਼記30分､
選۟・൸講30分、講評30分

8 ۟会（౤۟、ਗ਼記、選۟、൸講、講評）を行う。 事前：݉題の۟を作ってくる
事後：自۟に注をつける

౤۟・ਗ਼記30分､
選۟・൸講30分、講評30分

9 ۟会（౤۟、ਗ਼記、選۟、൸講、講評）を行う。 事前：݉題の۟を作ってくる
事後：自۟に注をつける

౤۟・ਗ਼記30分､
選۟・൸講30分、講評30分

10 ۛ行を行う。 事前：なし
事後：自۟に注をつける

ۛ行50分､
౤۟・ਗ਼記・選۟40分

11 ۟会（౤۟、ਗ਼記、選۟、൸講、講評）を行う。 事前：݉題の۟を作ってくる
事後：自۟に注をつける

౤۟・ਗ਼記30分､
選۟・൸講30分、講評30分

12 ۟会（౤۟、ਗ਼記、選۟、൸講、講評）を行う。 事前：݉題の۟を作ってくる
事後：自۟に注をつける

౤۟・ਗ਼記30分､
選۟・൸講30分、講評30分

13 わたしのق語・わたしのࡀ時記作り⚑ ۟会（౤۟、ਗ਼記、選۟、൸講、講評）
を行う

作業説明20分､
時記作り60分、まとめ10分ࡀ

14 わたしのق語・わたしのࡀ時記作り⚒ 事前：۟ߘとق語の整理
事後：原ߘ作成

作業説明20分､
時記作り60分、まとめ10分ࡀ

15 半期全体を振り返りまとめる。 事前：レポートのリライト
事後：レポート完成

レポート読み合い60分､
まとめ30分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 日本文学（Japanese Literature） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ന石 Ղ和

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
この授業では、ആ۟の۟会活動を行う。日本の伝統的な短詩型文学（和歌、ആ۟など）は、歌会、۟会などに参加する形式に特徴があり、座の文学とݺ

ばれる。ആ۟の۟会活動を通じて座の文学を体験し、ࡀ時記などに表象される日本文化を楽しみながら身につける。

授業目標：
他の参加者と相互にコメントしよい発想や表現技法を取り入れてともに成長できる。
自Ḽ活動やࡀ時記作成を通じて日本文化や自分のルーツの文化を自覚し表現できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。プリント配布。

参考文献：
⚑．『日本の原点』石上ࣣḜ著、マイナビ新書、￥830（税抜き）
⚒．『日本文学史の基礎知識』秋山伲ほか著、有斐閣ブックス、￥2,520
⚓．『日本古典文学大系』（ؠ೾書店）『日本古典文学全集』（小学館）

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（15％）、小テスト（15％）、授業内容への参加度（10％）、試験（60％）などで評価する。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
木曜日昼休み。総合研究センター（⚓߸館⚗階、3716）

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション、日本文学の領域について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 日本文学の発生と場（文学以前から文学へ、神と人）について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 日本文学の形態と様式について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 文学的発想とその流れについて学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 伝承・創作とそのڗ受について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 構想と表現（言葉と心、主題と描写、作品とモデル、事実と虚構）について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 日本文学の環境⚑、（歴史と社会）について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 日本文学の環境⚒、（自然と෩土）について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 日本文学の理念と変遷⚑、上代文学の理念について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 日本文学の理念と変遷⚒、中古文学の理念について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 日本文学の理念と変遷⚓、中世文学の理念について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 日本文学の理念と変遷⚔、近世文学の理念について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 日本文学の素材（自然・ཱྀ・཭別）について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 日本文学と諸文化（国語史・宗教・෩俗・民俗）について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 日本文学研究法のまとめ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文学概論（Introduction to Japanese Literature） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本文学の生成過程とその変容の原動力について見極める。古典文学はどのように発生し、伝೻し、೾及したか作品に即して理解する。また古典文学が

実際にどのように読まれてきたのかについて、『竹取物語』『伊勢物語』『『源氏物語』『ປ૲子』『徒然૲』『百人一ट』といった古典を通して文学を考える。
日本文学の理念と変遷を考え、日本の代表的な文学作品に৮れながら、作品の構想と表現、作者と時代背景などを含めて、文学研究の方法と態度を養う。
作品の背景に横たわる問題点を指ఠしながら思索を深める訓練をする。作品を理解し、日本文化における文学の影響力と、文学の果たした役割を理解する。
授業目標：

日本文学（物語・ਵ筆・和歌など）の概要を理解する。
⚑．日本文学の形態や表現の特徴を概観し、深く読み進めるために必要な方法や基礎知識を習得する。
⚒．日本文学の生成と展開を把握し、日本文学の全体像を理解する。
⚓．各時代における日本文学の新展開のダイナミズムが、いつ、どのようにして生まれ、どのように伝೻、೾及して現代にࢸったかを、具体的な文学者や

作品に即して深く理解する。
⚔．日本文学が、日本文化全体の中において果たしてきた役割を理解する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。プリント配布。

参考文献：
授業時に指示する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、コメント・カード、授業内容への参加度（30％）、提出作品（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション、日本文学の概念について学ぶ。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 日本文学の成立 Ⅰ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 日本文学の成立 Ⅱ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 日本文学の目的 Ⅰ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 日本文学の目的 Ⅱ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 解釈の成立 Ⅰ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 解釈の成立 Ⅱ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 文学としての日本文学 Ⅰ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

9 文学としての日本文学 Ⅱ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

10 日本文学を生み出す Ⅰ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

11 日本文学を生み出す Ⅱ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

12 日本文学を生み出す Ⅲ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

13 日本文学を生み出す Ⅳ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

14 日本文学を生み出す ᶛ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

15 まとめ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文学概論（Introduction to Japanese Literature） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 伊藤 高雄

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本文学の生成過程とその変容の原動力について見極める。日本文学はどのように発生し、伝೻し、೾及したか作品に即して理解する。具体的には、ં

口信夫『国文学概論』を読みすすめつつ、文学創作（短歌・ആ۟・連۟など）を行いながら、文学発生の根本を探る。

授業目標：日本文学の概要を理解する。
⚑．日本文学の形態や表現の特徴を概観し、深く読み進めるために必要な方法や基礎知識を習得する。
⚒．日本文学の生成と展開を把握し、日本文学の全体像を理解する。
⚓．各時代における日本文学の新展開のダイナミズムが、いつ、どのようにして生まれ、どのように伝೻、೾及して現代にࢸったかを、具体的な文学者や

作品に即して深く理解する。
⚔．日本文学が、日本文化全体の中において果たして来た役割を理解する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
授業で紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、発表（40％）、レポート・論文（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
日本を代表する古典に৮れ、味わいましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
『Ԟの細道』について基礎知識を学ぶ。

事前：Ԟの細道の下調べ
事後：振り返りとまとめ

講義50分､グループワーク30分､
発表10分

2 『Ԟの細道』ཱྀ立ちの場面の解釈・問題点について検討を行う。 事前：今回の場面の下読み
事後：振り返りとまとめ

講義30分、発表30分､
議論30分

3 『Ԟの細道』ཱྀ立ちの場面の解釈・問題点について検討を行う。 事前：今回の場面の下読み
事後：振り返りとまとめ

講義30分、発表30分､
議論30分

4 『Ԟの細道』平ઘの場面の解釈・問題点について検討を行う。 事前：今回の場面の下読み
事後：振り返りとまとめ

講義30分、発表30分､
議論30分

5 『Ԟの細道』平ઘの場面の解釈・問題点について検討を行う。 事前：今回の場面の下読み
事後：振り返りとまとめ

講義30分、発表30分､
議論30分

6 『Ԟの細道』最上川の場面の解釈・問題点について検討を行う。 事前：今回の場面の下読み
事後：振り返りとまとめ

講義30分、発表30分､
議論30分

7 『Ԟの細道』最上川の場面の解釈・問題点について検討を行う。 事前：今回の場面の下読み
事後：振り返りとまとめ

講義50分､グループワーク30分､
発表10分

8 『Ԟの細道』෋山の場面の解釈・問題点について検討を行う。 事前：今回の場面の下読み
事後：振り返りとまとめ

講義30分、発表30分､
議論30分

9 『Ԟの細道』෋山の場面の解釈・問題点について検討を行う。 事前：今回の場面の下読み
事後：振り返りとまとめ

講義30分、発表30分､
議論30分

10 『Ԟの細道』加լの場面の解釈・問題点について検討を行う。 事前：今回の場面の下読み
事後：振り返りとまとめ

講義30分、発表30分､
議論30分

11 『Ԟの細道』加լの場面の解釈・問題点について検討を行う。 事前：今回の場面の下読み
事後：振り返りとまとめ

講義30分、発表30分､
議論30分

12 本授業のテーマに沿って学生がプレゼンテーションを行う。⚑ 事前：発表準備
事後：振り返りとまとめ 発表30分、議論60分

13 本授業のテーマに沿って学生がプレゼンテーションを行う。⚒ 事前：発表準備
事後：振り返りとまとめ 発表30分、議論60分

14 本授業のテーマに沿って学生がプレゼンテーションを行う。⚓ 事前：発表準備
事後：振り返りとまとめ 発表30分、議論60分

15 半期全体を振り返りまとめる。 事前：レポートの下書き
事後：レポートの完成

レポート読み合い60分､
まとめ30分

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) 日本文学講ಡ（3eading of Japanese Literature） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ന石 Ղ和

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：「詩とࢄ文：Ԟの細道を読む」
日本の古典文学には、ࢄ文（物語、ਵ筆など）と韻文（和歌など）が明確に分かれず入りࠞじっている作品が少なくない。この授業では日本の代表的古

典作品であるԞの細道を取り上げ、なぜࢄ文に歌がࠞざっているのか、作品を読みながら検討する。

授業目標：
•古典作品の講読の方法・技術を身につける。
•本授業のテーマ（歌とࢄ文の関係）について考察し、自分の問いと答えを導く。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし、プリント配布

参考文献：
『日本の原点』石上ࣣḜ著 マイナビ新書 ￥873

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
小テスト（15％） 授業への参加度（25％） 試験（60％）。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
木曜日昼休み。総合研究センター（⚓߸館⚗階、3716）

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 日本文学の発生、ࡇ式とॕ詞。「神観念」を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 古代文学、神話と歴史。「言ྶ」「他界観」「語り部」を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 古代文学、記紀歌གと和歌。「まこと」（直、ਗ਼、明）「ますらをぶり」を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 中古文学、「たをやめぶり」「խ」を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 中古文学「あはれ」「をかし」「Ԧேঁ流文学」を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 中古文学 「たけ高し」「とほ白し」「༨情」「Ԓ」を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 中世文学「༓ݰ」「有心」「無心」「わび」「ރ୶」を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 近世文学「さび」「ܰみ」「いき」「粋」「通」「野฻」「をかしみ」を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 系統別文学史「史書」「物語」「૲子」「読本」「ק善௄ѱ」を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 系統別文学史「説話」「小説」を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 系統別文学史「和歌」「連歌」「ആᨢ」を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

12 系統別文学史「日記」「紀行」と学生のプレゼンを行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

13 系統別文学史「ਵ筆」「評論」と学生のプレゼンを行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

14 系統別文学史「芸能」と学生のプレゼンを行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

15 学生のプレゼンを行う。
まとめ

事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文学史（Japanese Literary )istory） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 石上 七鞘

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
物語の発生からその展開について解説し、作品と作品を生み出した人間、それを取り囲む社会との関係を歴史的に考察する。講義のほか、学生の研究発

表の形式を採る。

授業目標：
日本文学史に関する基礎的知識を時代別と系統別の྆方から理念をふまえて理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。プリント配布。

参考文献：
各社の国語ศ覧。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（20％）、コメント・カードの提出（30％）、発表内容・問題に対する習熟度（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席をしないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 日本文学の発生、ࡇ式とॕ詞、ण詞。神観念について考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 古代文学、神話と歴史。言ྶ、他界観、語部について考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

3 古代文学、記紀歌གと和歌。まこと（直・ਗ਼・明）ますらをぶりを考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

4 中古文学、たをやめぶり、խびについて考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

5 中古文学、あはれ、をかし、Ԧேのঁ房文化について考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

6 中古文学、たけたかし、とほしろし、༨情などを考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

7 中世文学、༓ݰ、わび・さび、無常観について考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

8 近世文学、粋、通、野฻、ܰみについて考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

9 系統別文学史、歴史書、物語、૲子、読本などについて考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

10 系統別文学史、説話、小説を考える。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

11 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

12 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

13 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

14 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

15 まとめ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義と演習

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 日本文学史（Japanese Literary )istory） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 伊藤 高雄

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本文学の発生からその展開について解説し、作品と作品を生み出した人間、それを取り囲む社会との関係を歴史的に考察する。講義のほか、学生の研

究発表の形式を採る。

授業目標：
日本文学史に関する基礎的知識の習得と、発生論的なものの見方を養う。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ೕࣇ保育Ⅰ（Childcare of lnfantsⅠ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 石ڮ ༏子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ೕ児保育の意義・目的と歴史的変׵および役割について理解する。ೕ児の発達と保育について学び、必要な保育や保護者・保育者間、他機関等、関係機

関との協働・連携について学ぶ。そして、ೕ児保育の理論や知識・技術の基本を理解する。具体的な事例を紹介しつつ、ೕ児保育を担当する保育者の役割
を理解する。
授業目標：
⚑．ೕ児保育の意義・目的と歴史的返ؐ及び役割等について理解する。
⚒．保育所、ೕ児Ӄ等多様な保育の場におけるೕ児保育の現状と課題について理解する。
。未ຬ児の発育・発達を踏まえた保育の内容と運営体制について理解するࡀ⚓．⚓
⚔．ೕ児保育における職員間の連携・協働及び保護者や地域の関係機関との連携について理解する。
※「ೕ児保育」とは、⚓ࡀ未ຬ児を念頭においた保育を示す。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 シラバスの説明と確認 ೕ児保育とは
ೕ児保育の目的と意義 ೕ児保育の歴史的変׵

事前：シラバスの下読みをする
事後：ೕ児保育の役割の復習

講義 50 分、ೕ児保育の自分
の目標発表40分

2 ೕ児保育を取り巻く社会的環境
ೕ児保育の役割と機能 ೕ児保育における養護と教育

事前：ೕ児保育の意義を下読み
事後：ೕ児保育の意義の復習

講義 50 分、自分の意見を発
表40分

3 ೕ児保育が営まれる多様な場
保育所におけるೕ児保育やその他の保育事業など

事前：ೕ児保育の目的を調べる
事後：講義内容について࠶確認

講義 50 分、自分の意見を発
表40分

4 児の発育・発達と保育ࡀ⚐
児の発育と発達ࡀ⚐ 児の保育における援助と配慮ࡀ⚐

事前：保育所等を調べておく
事後：講義内容について࠶確認

講義 50 分、自分の意見発表
40分

5 児の発育・発達と保育ࡀ⚑
児の発育と発達ࡀ⚑ 児の保育における援助と配慮ࡀ⚑

事前：保育所等を調べておく
事後：レポートの࠶確認をする

DVD鑑৆30分、話合30分、
レポート30分

6 児の発育・発達と保育ࡀ⚒
児の発育と発達ࡀ⚒ 児の保育における援助と配慮ࡀ⚒

事前：ೕ児保育の現状を下調べ
事後：レポートの࠶確認をする

DVD鑑৆30分、話合30分、
レポート30分

7 Ҡ行期の子どもへの関わり 児集団形成への配ࡀ⚓児クラスに在੶するࡀ⚒
慮 Ҡ行期の環境的配慮

事前：ೕ児保育の現状を下調べ
事後：レポートの࠶確認をする

DVD鑑৆30分、話合30分、
レポート30分

8 ೕ児保育における連携・協働
職員間、保護者、地域や諸機関との連携・協働

事前：ೕ児保育の現状を下調べ
事後：各グループのまとめ

講議 40 分、グループ討議 30
分、発表20分

⚙ ೕ児保育における基本的生活の援助
基本的な生活の援助 ೕ児保育に適した環境

事前：資料で予習
事後：講義内容の࠶確認

講議 50 分、グループ討議 20
分、発表20分

10 ೕ児保育における健康支援
健康面への配慮・援助 配慮を必要とする子どもへの対応

事前：資料等で確認しておく
事後：講義内容の࠶確認

講議50分、グループ討議20
分、発表20分

11 ೕ児保育におけるӴ生・安全 Ӵ生管理と配慮
事ނ防止と安全対策 災害対策と危機管理

事前：資料等で確認しておく
事後：グループ討議の反省

講議50分、グループ討議20
分、発表20分

12 ೕ児保育における生活と遊びの実際 児の保育の⚑日ࡀ⚐
児の保育の⚑日ࡀ⚑ 児の保育の⚑日ࡀ⚒

事前：資料等で確認しておく
事後：グループ討議の反省

講議 50 分、グループ討議 20
分、発表20分

13 ೕ児保育における計画と評価
長期的な指導計画と短期的同計画 など

事前：資料で予習
事後：グループ討議の反省 講義30分、演習60分

14 多様性をめざすೕ児保育
保育ニーズの多様化 SDGsから考える

事前：資料で予習
事後：多様性の復習

講義 60 分、グループで検討
30分

15 ೕ児保育の基本から応用へ
子どもと保育者との愛着関係 子どもの主体性と自己の育ち

事前：資料で予習
事後：ೕ児保育のまとめ 講義60分、個人の反省30分

教本：
ೕ児保育Ⅰ・Ⅱ 中山書店

参考文献：
保育所保育指針 厚生࿑働省編 フレーベル館

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（40％）、小テスト・レポート・発表等（30％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
これからの社会におけるೕ児保育のあり方について考えます。グルーブワークや個別で課題に取り組み、授業内容の理解。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚑ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) ೕࣇ保育Ⅱ（Childcare of lnfantsⅡ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 石ڮ ༏子

履 修 条 件
前提科目 ೕࣇ保育Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
ೕ児保育の歴史、今後の課題について学び、保育の普ว的理論と現代におけるೕ児保育のニーズをとらえ、現代に即した保育のありようを考察し理解す

る。また、⚓ࡀ未ຬ児の発育・発達の過程や特性及び、養護及び教育の一体性を踏まえた援助や配慮、関わりの基本的な考え方について理解する。そして、
。未ຬ児の生活や遊びと保育の方法及び環境を踏まえたೕ児保育における計画の作成について理解するࡀ⚓
授業目標：
。未ຬ児の発育・発達の過程や特性を踏まえた援助やかかわりの基本的な考え方について理解するࡀ⚓．⚑
⚒．養護及び教育の一体性を踏まえ、⚓ࡀ未ຬ児の子どもの生活や遊びと保育の方法及び環境について、具体的に理解する。
⚓．ೕ児保育における配慮の実際について、具体的に理解する。
⚔．上記⚑～⚓を踏まえ、ೕ児保育における計画の作成について、具体的に理解する。
※「ೕ児保育」とは、⚓ࡀ未ຬ児を念頭においた保育を示す。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 シラバスの説明と確認 生活の援助 ৯事編
ೕ児期の栄養/཭ೕ৯と幼児৯

事前：シラバスの下読みをする
事後：講義内容の࠶確認

講義 50 分、ೕ児保育の自分
の目標発表40分

2 生活の援助 ഉᔔ編
ഉᔔ機能とおむつ交׵ /ഉᔔの自立

事前：生活の援助の下読み
事後：講義内容の࠶確認

講義 50 分、自分の意見を発
表40分

3 生活の援助 ਭ຾編
一日の生活リズムとਭ຾ ਭ環境ޕ

事前：生活の援助の下読み
事後：講義内容の࠶確認

講義 50 分、自分の意見を発
表40分

4 生活の援助 着脱編
ҥ服の機能と着脱援助 着脱の自立

事前：生活の援助の下読み
事後：講義内容の࠶確認

演習 50 分、自分の意見を発
表40分

5 生活の援助 ਗ਼ܿ編
ᔓཋとਗ਼১ 生活習慣の始まりと援助

事前：生活の援助の下読み
事後：講義内容の࠶確認

DVD鑑৆30分、話合30分、
レポート30分

6 体を動かす遊び
室内遊び 外遊びށ

事前：体を動かす遊びの下調べ
事後：講義内容の࠶確認

DVD鑑৆30分、話合30分、
レポート30分

7 人とかかわる遊び
大人との遊び 子ども同士の遊び

事前：人とかかわる遊びの下調べ
事後：講義内容の࠶確認

DVD鑑৆30分、話合30分、
レポート30分

8 物とかかわる遊び
遊具やおもちΌを用いた遊び 児童文化財との৮れ合い

事前：物とかかわる遊びの下調べ
事後：各グループのまとめ 講義30分、文化財調べ60分

⚙ 物とかかわる遊び
遊具やおもちΌを用いた遊び 児童文化財との৮れ合い

事前：物とかかわる遊びの下調べ
事後：各グループのまとめ 講義30分、文化財調べ60分

10 物とかかわる遊び
遊具やおもちΌを用いた遊び 児童文化財との৮れ合い

事前：資料等で確認する
事後：各グループで発表

おもちΌ作りをし、発表でき
るように検討

11 物とかかわる遊び
遊具やおもちΌを用いた遊び 児童文化財との৮れ合い

事前：物とかかわる遊びの確認
事後：各グループで発表

おもちΌ作りをし、発表でき
るように検討

12 物とかかわる遊び
遊具やおもちΌを用いた遊び 児童文化財との৮れ合い

事前：物とかかわる遊びの確認
事後：具体的に確認しておく

おもちΌ作りをし、発表でき
るように検討

13 物とかかわる遊び
遊具やおもちΌを用いた遊び 児童文化財との৮れ合い

事前：物とかかわる遊びの確認
事後：発表できるものを作る

おもちΌ作りをし、発表でき
るように検討

14 物とかかわる遊び
遊具やおもちΌを用いた遊び 児童文化財との৮れ合い

事前：物とかかわる遊びの確認
事後：指導計画のまとめ

おもちΌ作りと発表できるよ
うに検討

15 物とかかわる遊び
遊具やおもちΌを用いた遊び 児童文化財との৮れ合い

事前：発表できるように準備
事後：指導計画のまとめと反省

グループや個人発表 30 分、
演習と反省会60分

教本：
ೕ児保育Ⅰ・Ⅱ 中山書店

参考文献：
保育所保育指針 厚生࿑働省編 フレーベル館

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（40％）、小テスト・レポート・発表等（30％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
これからの社会におけるೕ児保育のあり方について考えます。実践力を付けるために演習や発表を取り入れた授業内容になっています。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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教本：
必要に応じて資料を配布します

参考文献：
「幼稚Ԃ教育要領・保育所保育指針・幼保連携型認定こどもԂ教育・保育要領」

成績評価の方法、評価基準：到達目標の達成度、レポート、定期試験を総合的に評価する
授業参加状況等（25％）、小テスト・レポート等（25％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
幼児期の人間関係は人の生き方の基礎になるので、専門知識を深めていきましょう。シラバスの内容は履修学生の理解度などにより変ߋもあります。

オフィスアワー：初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 科目の概要・目標を理解し、見通しを持つ
保育の基本についての講義から理解を深める

事前：シラバスを読む
事後：授業内容の復習

講義70分
振り返り20分

2 幼保小連携認定こどもԂ教育・保育要領、保育所保育指針、幼稚Ԃ教
育要領を読んで｢人間関係」のねらいと内容を理解する

事前：保育所保育指針等を読む
事後：授業内容の復習

講義60分
ワーク・振り返り30分

3 人間関係の発達の道ےを理解する①
新生児の能力や人への関心、฼਌との関わりについて理解する

事前：テキスト第⚒章の指定した場所を読む
事後：授業の内容の復習

講義60分
ワーク・振り返り30分

4
人間関係の発達の道ےを理解する②
児の「人間関係」は保育士や༑達を中心に育まれるࡀ⚒児からࡀ⚐
ことを理解する

事前：テキスト第⚒章の指定した場所を読む
事後：授業の内容の復習

講義60分
ワーク・振り返り30分

5
人間関係の発達の道ےを理解する③
児の「人間関係」は集団としての関わりを中心に育ࡀ⚕児からࡀ⚓
まれることを理解する

事前：テキスト第⚓章の指定した場所を読む
事後：授業の内容の整理、復習

講義60分
ワーク・振り返り30分

6 人間関係の基盤となる愛着形成の理論を理解し、਌の役割・行為を
学ぶ

事前：テキスト第⚒章の指定した場所を読む
事後：授業の内容の整理、復習

講義50分
グループワーク40分

7 人間関係で重要な自己主ுと自己཈制の育ちを支えるために、子ど
もを観察する、援助するための方法を理解する

事前：テキスト第⚗章第⚓節を読む
事後：授業の内容の整理、復習

講義60分
ワーク・振り返り30分

8 子ども同士の関わりの場面で思いやりのある行動や遊びの中などで
育つ社会性の発達を促す方法等を理解する

事前：集団遊びを考える
事後：授業の内容の整理、復習

講義30分
ワーク・振り返り60分

9 集団の中でよりよい人間関係のために必要となる道徳性や規範意識
のժ生えをどのようにとらえ、援助していくかを理解する

事前：テキスト第⚗章第⚔節を読む
事後：授業の内容の整理、復習

講義60分
ワーク・振り返り30分

10 領域「人間関係」の保育実践のための教材研究と指導案作成の方法
を学び、指導案を作成する

事前：資料を読む
事後：授業内容の整理、復習 演習90分

11 作成した指導案をもとに模擬授業を実践し、教材の価஋や保育士の
援助等についての討議から視野を広げる

事前：資料を読む
事後：授業内容の整理、復習

講義30分
グループワーク60分

12 ༑達との関わりが難しい子どもの特徴を理解し、個や状況に応じた
支援の方法をまとめ、事例を検討する

事前：資料を読む
事後：授業内容の整理、復習

講義30分
グループワーク60分

13 Ԃでの異年齢児との活動や、地域の人々と関わること、自然環境と
の関わることで育つ社会性について具体的に考える

事前：指定した場所を読む
事後：授業の内容の整理、復習

講義30分
グループワーク60分

14 領域「人間関係」と他の領域との関係について理解する 事前：テキスト第⚑章第⚗節を読む
事後：授業の内容の整理、復習

講義60分
ワーク・振り返り30分

15 人間関係育成の観点から、幼小連携の課題をレポートにする 事前：テキスト第⚑章第⚕節を読む
事後：レポートにまとめる

講義30分
ワーク・振り返り60分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚑ 時 間 数 �� 授業形態 講義

授業科目(英文) 人間関܎(子Ͳもと生活)(Personal 3elationships (Children and Their Life）） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 大㟒 ར紀子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
子ども同士、子どもと保育者関わり等社会性を発達させる上で欠かせない人間関係の在り方を理解することを目的とする。人間関係を成立させる基本的

ルールとその伝え方を学ぶ。また、子どもの自主性の尊重とその促し方、集団生活との関わりも取り上げる。授業形態は、レポート発表やグループ討論な
ど主体的に取り組むような工夫をする。
授業目標：
⚑．幼児期に人との関わりを育むために必要な知識や技能について理解する
⚒．幼保小連携認定こどもԂ教育・保育要領、保育所保育指針、幼稚Ԃ教育要領に基づき、領域としての「人間関係」の目的、内容、内容の取扱いを理解

する
⚓．子どもの遊びと生活を人間関係でとらえ、社会性を育む視野を広げる
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ 〇

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
授業でਵ時配布する。

参考文献：
『創造するマーケティング』2008 井関・山川他 日経BP企画
『ギブソン心理学の核心』2002 境・િ我・小松 Ⴛ૲書房

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する
授業参加状況等（40％）、小テスト・レポート等（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
参加学生個々の将来の進路との関連から、自身のアピールポイントを明確にしてゆきたい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 授業の進め方・内容に関したガイダンス
（認知科学として特に状況論心理学の発想を振り返る）

事前：シラバスの精査
事後：シラバスの確認 講義90分

2 認知心理学授業等での振り返り
（アフォーダンス、正統的周ล参加、ヴィゴツキー最近接領域等）

事前：認知心理学との接点
事後：高度技能への心理学 講義90分

3 本演習展開での࿮組み①：アフォーダンスからクラウド活用の視座 事前：クラウド体験の所在を確認
事後：ネット環境とクラウド 講義90分

4 本演習展開での࿮組み②：個人orコミュニティでのクラウド活用 事前：特に地域でのクラウド活用
事後：身近なコミュニティ活動

講義60分
ディスカッション30分

5 本演習展開での࿮組み③：高度な技能・学習
（認知心理学での知見を「創発」として各位の発表内容を方向づける）

事前：アフォーダンスまとめ
事後：発表に備えた情報収集

講義60分
ディスカッション30分

6 参加メンバーグループにある「創発」体験について心理臨চとして共有する。 事前：資料の予習
事後：情報収集と発表資料の準備

講義60分
ディスカッション30分

7 参加メンバーグループにある「創発」体験について企業マーケティングとし
て共有する。

事前：資料の予習
事後：振り返りとレポート準備

講義30分
参加者の発表60分

8 「創発」の関連としてポストモダン、レヴィ-ストロース（野生の思考）ブリコ
ラージュを体験する。

事前：資料の予習
事後：振り返りとレポート準備

講義30分
コラージュ制作体験60分

9 当該回から、参加者からの発表を中心にセッションを進める（発表へのオリ
エンテーション）。

事前：コラージュ作品の振り返り
事後：振り返りとレポート作成

講義30分
参加者の発表60分

10～14 参加者からの発表を中心にセッションを進める（第⚑回～第⚕回） 事前：資料の予習
事後：振り返りとレポート作成

講義30分
参加者の発表60分

15 演習全体から何を得たのか総合的にディスカッションを行う。 事前：資料の予習
事後：振り返りとレポート作成

講義30分
振り返り(60分)

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) ೝ知情報演習（Seminar on Cognitive Information） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ຀ 裕෉

履 修 条 件
前提科目 ೝ知心理学

そ の 他 なし

授業概要：
認知心理学での学びを演習形式で展開、講義の部分は⚑/⚓ぐらい、みなさんの個性ある発表から演習形式で進める。高度なパフォーマンスへの貢献を目

指す認知心理学であるが、特にM. ポランニーの҉໧知から「創発」の発想をメンバー間で共有したい。

授業目標：
⚑．認知心理学での知により、参加者各位の日常生活や未来との関連として理解や関心が深めたい。
⚒．参加学生自身のアピールポイントを「創発」との関連から発表し、メンバーとのディスカッションを通して拡大を図ること。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
講義者からその都度、資料を配布する。

参考文献：
「ギブソン心理学の核心」境・小松・િ我 Ⴛ૲書房
「మ࿹アトムと৾平܅ ロボット研究の深化と自閉症児の発達」౉部 ミネルヴァ書房

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（30％）、小レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
私達自身が日々当たり前に様々なパフォーマンスをしているが、それらのメカニズムに気づくこと、そこに創造性の所在があり「生きている」という感

৮がある。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション（認知心理学の学びと日常体験との接点を探る） 事前：シラバスの精査
事後：シラバスの確認

講義60分、小レポート・
ディスカッション30分

2 ؐ元主義の学習心理学、その批判としてのήシュタルト心理学、そして認知
心理学が登場している。

事前：教本の予習
事後：ノートの整理・復習

講義60分、小レポート・
ディスカッション30分

3 フレーム問題の指ఠから（人工知能研究からやがて私達のようなロボットが
登場するのだろうか。）

事前：మ࿹アトムから人工知能
事後：そのં࠳の理由

講義60分、小レポート・
ディスカッション30分

4 フレーム問題のં࠳からの展開（身体性と試行ޡࡨするロボット、人工知能
の新たな取り組み等）

事前：マクド঎品がなかったら
事後：学習への新たな試み

講義60分、小レポート・
ディスカッション30分

5 現状でもアンドロイドでもロボット動作のものまね芸人コロッケらしさから
抜け出せないマイクロスリップのॊೈ性。

事前：コロッケ動作のロボット
事後：共感とマクロスリップ

講義60分、小レポート・
ディスカッション30分

6 米ソྫྷ戦時代での心理学として高次学習への論争が行われていた。ブルーナ
ー仮説等教育心理学での取り組み。

事前：高度技能へのᴈ明期
事後：教育分野での取り組み

講義60分、小レポート・
ディスカッション30分

7 今日で注目されているL. ヴィゴツキー vs J. ピアジェ論争
ピアジェの認知発達への批判からの高度な知性への展開

事前：早੦したヴィゴツキー
事後：関係性から高度実践

講義60分、小レポート・
ディスカッション30分

8 ピアジェ vs ヴィゴツキー論争としての「ಠり言」論争
ヴィゴツキー理論‎「精神間から精神内へ」等

事前：今日見直さる試み
事後：アフォーダンスへ

講義60分、小レポート・
ディスカッション30分

9 心理学⚓つの柱から⚔つ目の柱「状況論心理学」
計画と実践「アルゴリズムvsώューリスティックス」から

事前：日常でのリアリティ
事後：ώューリスティックス

講義60分、小レポート・
ディスカッション30分

10 G. G. ギブソンのアフォーダンスへの核心
「情報は環境側に無限にજ在、環境側から情報が提供される」

事前：心理学の第⚔の柱
事後：状況論心理学の登場

講義60分、小レポート・
ディスカッション30分

11 状況論心理学としてアフォーダンス（G. G. ギブソン）戦ಆ機の訓練システム
開発から正統的周ล参加（J. レイブ）等へ

事前：状況論の拡大
事後：ポストモダン野生の思考

講義60分、小レポート・
ディスカッション30分

12 J. レイブの正統的周ล参加、環境のインターフェイス化（大谷にとってバッ
トは身体の一部）

事前：職人芸の技能習得
事後：正統的周ล参加

講義60分、小レポート・
ディスカッション30分

13 G. ベイトソンのイルカの学習 ダブルバインドからの創造へʝ創造性の所在 事前：イルカの学習Ⅲ
事後：病理と創造性のڱ間

講義60分、小レポート・
ディスカッション30分

14 受講者にある正統的周ล参加、アフォーダンスな体験を振り返り、本学習に
よる知識の定着を図る。

事前：طに各位は体験している
事後：どう活かすか、この知見

講義60分、小レポート・
ディスカッション30分

15 まとめ 事前：確認事項を持ち寄る
事後：受講者の知として共有

講義60分、小レポート・
ディスカッション30分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ೝ知情報論（Cognitive Informatics） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ຀ 裕෉

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
20世紀での心理学の反省点としてそのレベルがೕ幼児の学習・技能とされた。ドジャーズ大谷やԤ米で活༂するサッカー、バスケットのアスリート達の

パフォーマンス、企業にて高度な業績がどのような過程で成り立っているのか、状況論心理学の可能性を共有する。
以下の授業内容に示した項目等から参加学生それぞれがテーマを選びレポートを作成、その発表を含めて本授業を進める。

授業目標：
⚑．認知心理学からの展開として状況論心理学に関心をもつ。
⚒．高度な技能に関する一連の理論と私達の日常との関連を知る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
授業でਵ時配布する。

参考文献：
認知心理学へのট待（サイエンス社）
情報処理心理学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（サイエンス社）
授業でਵ時配布する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、学期末でのテスト（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
行動分析学と同じように基礎心理学的に他領域のエビデンス研究を拡ு、また人工知能関連との関連としても注目されている。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 心理学の中の認知心理学（学習心理学と認知心理学） 事前：シラバスの精査
事後：シラバスの確認

講義60分､
ディスカッション30分

2 認知心理学の歴史的背景（1956年の認知ֵ命） 事前：మ࿹アトム出現する？
事後：1956年での出来事

講義60分､
ディスカッション30分

3 基本的な記憶研究①（記憶ஷ蔵庫の所在） 事前：忘れて得していることはなに？
事後：忘٫があり人類は存続した

講義60分､
ディスカッション30分

4 基本的な記憶研究②（短期記憶からワーキングメモリーへ） 事前：沢山のことを覚える工夫
事後：今日の知能検査の方向性

講義60分､
ディスカッション30分

5 記憶ஷ蔵庫の存在と機能（情報の転送：リハーサル） 事前：ೕ児はԞ行きを知覚できるか
事後：Ԟ行き近くも日々の経験から

講義60分､
ディスカッション30分

6 記憶ஷ蔵庫の存在と機能（記憶の体制化、記憶術等） 事前：どれだけ覚えていられる
事後：単७記憶容量の実験

講義60分､
ディスカッション30分

7 視覚イメージの所在（ֆ的なイメージの存在：二重コード説） 事前：ֆ的なイメージで役立つこと
事後：ֆ的なの存在への実験方法

講義60分､
ディスカッション30分

8 視覚イメージの所在（知覚とイメージの同型性） 事前：実際のリンゴとイメージは同じ
事後：実験でどう取り組んでいるのか

講義60分､
ディスカッション30分

9 パターン認知（特徴分析型：෬ຐ఼モデル等） 事前：なぜ文字を認識できるのか
事後：෬ຐ఼の中での無意識な働き

講義60分､
ディスカッション30分

10 パターン認知（視覚的探索課題、選択的注意等） 事前：雑踏の中で知人を発見
事後：੟徳太子になれない私達

講義60分､
ディスカッション30分

11 パターン認知（視覚的断֑課題からアフォーダンス理論へ） 事前：大谷のバットは身体の一部
事後：高度な学習、アフォーダンス

講義60分､
ディスカッション30分

12 アフォーダンスからの今日的展開 事前：環境の身体化例を探索
事後：環境の中に無限大の情報あり

講義60分､
ディスカッション30分

13 心理臨চでのイメージ活用① マインドフルネス 事前：༊しでのイメージの活用
事後：流行のマインドフルネス実践

講義60分､
ディスカッション30分

14 心理臨চでのイメージ活用② ֆ的なイメージの活用 事前：イメージで想起した成ޭ体験例
事後：κーンに入ったとは…

講義60分､
ディスカッション30分

15 認知心理学で紹介した内容の確認と振り返り 事前：印象に࢒ったことを報告
事後：「܅たちはどういきるのか」

講義60分､
ディスカッション30分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ೝ知心理学（Cognitive Psychology） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ຀ 裕෉

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
認知心理学は人間の記憶やイメージに対する研究分野であり、心理学の中でも広範な領域と接点を持つホットな分野である。同じ物理的な世界に住んで

いる私たちは、本当に同じ世界に住んでいるのだろうか。「不思議の国」への入り口はどこにでもあるのかも。

授業目標：
⚑．心理学史での認知心理学の役割、今日の展開を知る。
⚒．社会心理学、臨চ心理学をはじめ他領域にて認知心理学での知見活用の実態に関心を持つ。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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Ͷ

教本：
講義内で指示する

参考文献：
講義内で指示する

成績評価の方法、評価基準：
リアクションペーパーと授業態度（40％）、小テスト（60％）で評価する。

学生へのアドバイス：
ノートパソコンが必要である。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ωοトϫーΫ技術（NetworL Technology） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ळ廣 ੣

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
インターネットのしくみを支える通信技術と、データベース（DB）の基礎的な知識について講義し、PCૢ作とAIによる支援等を通して理解を深める。

SNSの背後にあるDBの構成を想定し、そのトイモデルを検討し、ネットワークを介して実際にૢ作する。このことで、我々を取り囲む様々なネットワーク
サービスにおける諸概念を、深く理解する。
授業目標：

インターネットのしくみを支える通信技術について説明できる。ネットワーク技術に関わる専門性の高い課題解決を、AIの活用を通して検討できる。
SNSの仕組みについて、DBの役割も踏まえ説明できる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 事前：なし
事後：リアクションペーパーを記入する 講義

2 httpについて理解する。Webブラウザが、;O;OタウンのWebページを
構成していく様子を観察する。

事前：PCに適宜ソフトウェアをインストールする
事後：リアクションペーパーを記入する

講義60分
演習30分

3 http、マークアップ言語、マシンリーダブル、ώューマンリーダブル、
Webデザイン、について理解する。

事前：TCPについて予習する
事後：リアクションペーパーを記入する

講義60分
演習30分

4 TCPについて概説する。 事前：資料を下読みする
事後：リアクションペーパーを記入する

講義60分
演習30分

5 TCPの働きについて、processingによるデモを通して体験し、理解を深
める。

事前：資料を下読みする
事後：リアクションペーパーを記入する

講義60分
演習30分

6 IPについて、WiFiルーターの設定を通して、理解する。 事前：資料を下読みする
事後：リアクションペーパーを記入する

講義60分
演習30分

7 ドメインとDNSについて概説する。 事前：資料を下読みする
事後：リアクションペーパーを記入する

講義60分
演習30分

8 Get／Post／Cookieについて概説する。動的に生成されるHTMLを観
察し、理解を深める。

事前：資料を下読みする
事後：リアクションペーパーを記入する

講義60分
演習30分

9 Webに関する、広告、アフィリエイト、ドメイン、サーバーに関する知識
を深める。

事前：RDBMSについて予習する
事後：リアクションペーパーを記入する

講義60分
演習30分

10 リレーショナル・データベース（RDBMS）による情報管理について概説
する。

事前：資料を下読みする
事後：リアクションペーパーを記入する

講義60分
演習30分

11 Instagramや9(旧Twitter)といったSNSの背後にあるDB関連の仕組み
を想定する。

事前：資料を下読みする
事後：リアクションペーパーを記入する

講義60分
演習30分

12 SNSのトイモデルをRDBMSで構築する。アカウント、ツイート、フォロ
ーはどのように「表」で表せるか。

事前：資料を下読みする
事後：リアクションペーパーを記入する

講義60分
演習30分

13 ネットワークを通して各自でアカウントを作成し、ツイートする。 事前：資料を下読みする
事後：リアクションペーパーを記入する

講義60分
演習30分

14
トイモデルを利用するためのϢーザーインターフェースの実૷を試み
る、そのために、AIの支援を受けながらPython webフレームワークを
構築する。

事前：Pythonフレームワークについて予習する
事後：リアクションペーパーを記入する

講義60分
演習30分

15 Python webフレームワークによる＜SNSトイアプリ＞を各自で体験し、
評価する。

事前：資料を下読みする
事後：リアクションペーパーを記入する 講義
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教本：
指定しない

参考文献：
講義内で指示する

成績評価の方法、評価基準：
小テスト・レポート等（100％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業に必ず出席する、疑問点は授業中に質問して解ফすることを心ֻけてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ωοトϫーΫ構ங論（NetworL Construction Theory） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 Ҫ上 ໌໵

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 ノートパソコンを用意すること

授業概要：
ネットワーク技術は、すべてのITシステムの実現において必須の要素技術となっている。本講義では、インターネットに関する基礎技術を中心に、コン

ピュータネットワーク全般に関する技術概要を໢ཏ的に学ぶ。また、最新技術動向と共に、ネットワーク構築の基礎理論の概要についても学ぶ。

授業目標：
ネットワークに関連する基礎的な用語と最新の技術動向を把握するとともに、ネットワーク構築に用いる基礎理論を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 シラバスの説明、ネットワーク関連技術の変遷
ネットワーク技術の歴史、情報通信サービスの概要

事前：シラバスを読む
事後：資料を復習する 講義

2 ネットワーク技術の概要
ネットワークの分類、各ネットワークの概念と用語

事前：資料を事前に読む
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

3 プロトコルの基礎
OSI参照モデル、プロトコル構造、国際標準化動向

事前：資料を事前に読む
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

4 インターネットの基礎技術⚑
TCP/IPの基礎、アドレス情報の基礎

事前：資料を事前に読む
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

5 インターネットの基礎技術⚒
IPアドレスの変׵方式、DHCP、名前解決DNS

事前：資料を事前に読む
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

6 インターネットの基礎技術⚓
アドレス情報の設定法、ネットワーク・コマンドの利用方法

事前：資料を事前に読む
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

7 インターネットの基礎技術⚔
WWW、電子メール関連技術

事前：資料を事前に読む
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

8 IPネットワーク技術の基礎⚑
ルーティング技術、ネットワーク機器とその変遷

事前：資料を事前に読む
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

9 IPネットワーク技術の基礎⚒
インターネットアクセス技術、ITサービスのビジネス形態

事前：資料を事前に読む
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

10 IPネットワーク技術の基礎⚓
サービス品質、SLA、VPN関連サービスとその技術

事前：資料を事前に読む
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

11 モバイルコミュニケーション技術の基礎
モバイル通信NW、ワイヤレスアクセス方式と無ઢLAN規格

事前：資料を事前に読む
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

12 ネットワーク構築の基礎理論⚑
ネットワーク評価のためのネットワーク理論

事前：資料を事前に読む
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

13 ネットワーク構築の基礎理論⚒
即時系トラώック理論の基礎とネットワーク設計法への適用

事前：資料を事前に読む
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

14 ネットワーク構築の基礎理論⚓
待時系トラώック理論の基礎とネットワーク設計法への適用

事前：資料を事前に読む
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分

15 最新技術動向の概説と期末試験 事前：資料を事前に読む
事後：資料と課題を復習する

講義60分
演習30分


